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主な内容　p2-3選挙の投票所が27か所に　p4人間（脳）ドック助
成　p5女と男のハーモニー　p6-13後期高齢者制度の一部変更／
粗大ゴミ収集／納期限内の納税にご協力を　p15イナビト　など

表紙　久しぶりの晴天の下、魚を
追う子ども達の歓声が、青空に吸
い込まれました。（関連記事p16）
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現在の投票所 新しい投票所
投票所名 投票所施設名 行政区名または大字名 投票所名 投票所施設名

江
戸
崎
地
区
　

江戸崎 稲敷市役所江戸崎庁舎
門前第1、田宿、戸張、浜新宿、本宿
荒宿、根宿切通、大宿、天王、稲波 ⇒ 江戸崎 稲敷市役所江戸崎庁舎

門前第2、西町、新山、犬塚本郷、荒
野、花指、小角 ⇒ 江戸崎西 江戸崎保健センター

沼　里 沼里コミュニティセン
ター

沼田第1、沼田第2
沼田台、小羽賀、時崎、下蒲ヶ山、上
蒲ヶ山、月出里 ⇒ 沼　里 沼里コミュニティセンター

君　賀
稲敷市シルバー人材セ
ンター事務所（旧君賀コ
ミュニティセンター）

上君山、下君山、松山、羽賀、村田 ⇒ 君　賀
稲敷市シルバー人材センター
事務所（旧君賀コミュニティセン
ター）

鳩　崎 鳩崎コミュニティセン
ター 佐倉、鳩崎本郷、野原、信太古渡 ⇒ 鳩　崎 鳩崎コミュニティセンター

高　田 高田コミュニティセン
ター 岡、須賀、椎塚、駒塚、桑山、南ヶ丘 ⇒ 高　田 高田コミュニティセンター

新
利
根
地
区
　

根　本 根本共同利用施設 根本1区、2区、3区、4区、5区、
6区、 ⇒ 根　本 根本共同利用施設

柴　崎 新利根農村環境改善セ
ンター 寄居、寺地、新利根新宿 ⇒ 柴　崎 新利根農村環境改善センター

九　軒 九軒共同利用施設 九軒、戌渡、伊崎太田新田 ⇒ 九　軒 九軒共同利用施設

伊佐津 新利根総合運動公園体
育館 角崎狸穴、中山、曽根、伊佐津 ⇒ 伊佐津 新利根総合運動公園体育館

太　田 いこいのプラザ 大田上、太田下、寺内、小野、堀川、
桑山新田 ⇒ 太　田 いこいのプラザ

桜
川
地
区
　

原 東農村集落センター 浮島東
⇒ 浮　島 浮島小学校柳　縄 浮島中央集落センター 浮島中央

戸　崎 戸前農村集落センター 浮島西
三　次 馬渡地区防災センター 三次、馬渡 ⇒ 飯　出 古渡小学校飯　出 古渡小学校 飯出

古　渡 桜川幼稚園 柏木、羽生、堀之内、桜川田宿、桜川
本宿、古渡岡 ⇒ 古　渡 桜川幼稚園

阿　波 阿波小学校 阿波、神宮寺 ⇒ 阿　波 阿波小学校
甘　田 甘田公民館 甘田

⇒ 須賀津 稲敷市役所桜川庁舎四　箇 四箇地区コミュニティ
消防センター 四箇

須賀津 須賀津農村集落センタ
ー 須賀津

選挙に行こう!
	 あなたの権利を活かしてください!
	 あなたの声を政治に届けてください!

　私たちは、豊かな暮らし、理想的な社会を実現していくために、税金を納め、そ
の使い道を国会議員や自分の住んでいる地方の長や議員を通じて決定しています。
　その人達を選んで、私たちの代表として、国や地方の政治を任せるのですから、
選挙はとても大切なのです。
　「自分ひとりくらい投票してもしなくても何も変わらない」と思っていません
か?選挙権は、私たち国民一人ひとりに与えられた政治に参加することができる
大切な権利です。また、あなたの声を政治に反映させる唯一の機会でもあります。
何千票・何万票という数字を目にすると、「たかが一票」と思ってしまうかもしれ
ません。しかし、最初は誰かの一票だったはずです。まずはあなたの一票で政治に
参加しましょう!
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選挙の投票所が27か所になります
期日前投票制度の創設などにより投票環境が変化しました

選挙管理委員会では、市内投票所の均衡化を図るため、投票所の再編を検討してき
ました。その結果、次の選挙から投票所を表のように変更いたします。地域によりま
しては、以前より距離的にご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願い
します。

●稲敷市選挙管理委員会（江戸崎庁舎／総務課内）
☎ 029-892-2000（内線 2209）

【
こ
れ
ま
で
の
課
題
】

・
合
併
後
、
地
域
に
よ
り
投
票
所
数
や
投
票
所
の
規

模
に
差
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

・
期
日
前
投
票
制
度
の
創
設
な
ど
に
よ
り
、
投
票
環

境
が
変
化
し
ま
し
た
。

【
こ
れ
ま
で
の
経
過
】

・
平
成
19
年
7
月
に
38
投
票
所
か
ら
34
投
票
所
に
再

編
し
ま
し
た
。

・
平
成
19
年
10
月
か
ら
地
区
区
長
会
で
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

・
平
成
20
年
3
月
に
再
編
予
定
地
区
で
チ
ラ
シ
を
配

布
し
、ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

【
変
更
の
概
要
】

　
江
戸
崎
地
区
…
…
江
戸
崎
西
投
票
所
を
増
設
し
ま

す
。

　
新
利
根
地
区
…
…
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
桜
川
地
区
…
…
…
原
投
票
所
・
柳
縄
投
票
所
・
戸

崎
投
票
所
を
浮
島
投
票
所
１
か
所
に
、三
次
投
票
所・

飯
出
投
票
所
を
飯
出
投
票
所
１
か
所
に
、
甘
田
投
票

所
・
四
箇
投
票
所
・
須
賀
津
投
票
所
を
須
賀
津
投
票

所
１
か
所
と
し
ま
す
。

　
東
地
区
…
…
…
…
曲
渕
投
票
所
・
佐
原
組
新
田
投

票
所
・
結
佐
投
票
所
（
六
角
地
区
の
方
）
を
曲
渕
投
票

所
１
か
所
に
、結
佐
投
票
所（
結
佐
地
区
の
方
）・
上
之

島
投
票
所
を
結
佐
投
票
所
１
か
所
に
、
八
筋
川
投
票

所
・
本
新
投
票
所
を
本
新
投
票
所
１
か
所
と
し
ま
す
。

現在の投票所 新しい投票所
投票所名 投票所施設名 行政区名または大字名 投票所名 投票所施設名

東
地
区
　

橋　向 第1区田園都市センター 余津谷、清久島、橋向、脇川 ⇒ 橋　向 第1区田園都市センター
曲　渕 曲渕公会堂 押砂、曲渕、四ツ谷

⇒ 曲　渕 あずま南小学校佐 原 組
新田 佐原組農村集落センター 佐原組新田、手賀組新田

結　佐 結佐農村集落センター 六角
結佐 ⇒ 結　佐 稲敷市役所東庁舎上之島 あずま東小学校 上之島、石納

西　代 西代農村集落センター 西代、佐原下手 ⇒ 西　代 西代農村集落センター
八筋川 八筋川田園都市センター 八筋川、境島、大島、三島 ⇒ 本　新 新東小学校本　新 本新婦人ホーム 本新
上須田 上須田農村集落センター 上須田、八千石 ⇒ 上須田 上須田農村集落センター
阿波崎 阿波崎集落センター 阿波崎、下須田 ⇒ 阿波崎 阿波崎集落センター
伊佐部 伊佐部田園都市センター 伊佐部、釜井 ⇒ 伊佐部 伊佐部田園都市センター
幸　田 幸田農村集落センター 幸田、中島、光葉 ⇒ 幸　田 幸田農村集落センター
福　田 あずま西小学校 福田、市崎 ⇒ 福　田 あずま西小学校
町　田 町田農村集落センター 町田、東大沼、清水、新橋 ⇒ 町　田 町田農村集落センター
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人間ドック・脳ドック助成

市では国民健康保険と後期高齢者医療被保険者の方に
人間ドック・脳ドックの受診料金の助成を実施してい
ます。
　病気や障害の早期発見や、将来、病気を招く可能性や
傾向を把握して病気の予防に努めることが目的です。
　この機会にご自分の健康チェックをしてみませんか。

●稲敷市保険課（桜川庁舎）☎ 029-892-2000
	 	 国民健康保険係（内線4605）

	 	 後期高齢者医療係（内線 4600・4611）

市国民健康保険と後期高齢者医療に加入されている方へ

▪
対
象
者
・
条
件

▼
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納

の
な
い
30
歳
以
上
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に

未
納
の
な
い
被
保
険
者

▼
人
間
ド
ッ
ク
か
脳
ド
ッ
ク

の
い
ず
れ
か
（
２
年
続
け
て
の
脳

ド
ッ
ク
は
で
き
ま
せ
ん
）

▼
市
の
集
団
検
診
な
ど
で
特

定
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

▪
助
成
金
額

１
人
２
万
５
千
円（
後
日
、
市
よ

り
病
院
へ
支
払
い
）

▪
申
込
方
法

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
桜
川
庁

舎
は
保
険
課
）で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

ア
、保
険
証

イ
、印
か
ん

ウ
、
特
定
健
康
診
査
受
診
券

（
40
歳
以
上
の
国
保
加
入
の
方
の

み
）

　
審
査
後
、
保
険
課
よ
り
助
成

金
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

（
１
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。手
続

き
は
お
早
め
に
）

▪
受
診
方
法

受
給
者
証
が
届
い
た
ら
、
ご
自

分
で
医
療
機
関（
別
表
１
）に
ご

予
約
く
だ
さ
い
。（
予
約
に
は
、

受
給
者
証
の
受
付
番
号
が
必
要
で

す
）

　
受
診
当
日
は
受
給
者
証
を
病

院
に
提
出
し
、
自
己
負
担
分
を

支
払
い
ま
す
。

※
有
効
期
限
は
来
年
３
月
31
日

ま
で
。

※
現
在
、
医
師
の
治
療
を
受
け

て
い
る
方
は
医
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
妊
娠
中
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

表1：助成対象医療機関　人＝人間ドック、脳＝脳ドック
牛久愛和総合病院（牛久市）	 ☎029-873-3111	 人・脳
つくばセントラル病院（牛久市）	 ☎029-872-1771	 人・脳
鳥越クリニック（牛久市）	 ☎029-874-8823	 人・脳
筑波メディカルセンター（つくば市）	 ☎029-856-3500	 人・脳
筑波胃腸病院（つくば市）	 ☎029-874-3321	 人
取手協同病院健康管理センター（取手市）	 ☎0297-74-5551	 人・脳
取手北相馬保健医療センター医師会病院（取手市）☎0297-71-9500	 人・脳
霞ヶ浦成人病研究事業団健診センター（阿見町）	☎029-887-1161	 人・脳
土浦協同病院農村健康管理センター（土浦市）	 ☎029-826-3221	 人
宮本病院（稲敷市幸田）	 ☎0299-79-2114	 人
白十字総合病院健診センター（神栖市）	☎0299-93-1779	 人・脳
龍ケ崎済生会病院（龍ケ崎市）	 ☎0297-63-7111	 人・脳
秋本脳神経外科（龍ケ崎市）	 ☎0297-64-3311	 脳
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女
ひと
と男
ひと
のハーモニー　Vol_3

男女共同参画とは、女性にとっても男性にとっ
ても幸せな社会をつくっていくことです。
　男性も女性も心を合わせ協力し合い、美しい
ハーモニーを奏でながらともに歩んでいきま
しょう 。

●稲敷市秘書広聴課女性行政係（江戸崎庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 2403）

男女共同参画社会を目指して　

我
が
家
の
男
女
共
同
参
画

　
〜
自
分
に
で
き
る
こ
と
〜

　
　
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）森　
勝
法

「
男
子
厨
房
に
入
ら
ず
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
の
言
葉

は
、
今
の
社
会
で
は
通
用
し
な

い
よ
う
に
思
え
る
。と
い
う
の

は
、
私
が
定
年
と
な
り
「
今
ま

で
の
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
、
好

き
な
趣
味
に
で
も
没
頭
し
て
気

楽
な
老
後
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、

考
え
が
甘
か
っ
た
。定
年
と
な

っ
た
の
は
私
一
人
で
あ
っ
て
、

妻
は
現
役
で
働
い
て
お
り
、
夕

食
は
仕
事
か
ら
帰
っ
て
か
ら
用

意
し
て
く
れ
る
か
ら
い
い
と
し

て
も
、
朝
と
昼
の
食
事
は
自
分

が
支
度
を
し
な
け
れ
ば
食
べ
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。だ
か
ら
と

い
っ
て
毎
日
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ

ー
メ
ン
や
、
コ
ン
ビ
ニ
の
弁
当

を
食
べ
る
こ
と
は
栄
養
の
バ
ラ

ン
ス
か
ら
み
て
も
健
康
的
な
食

生
活
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。

そ
ん
な
こ
と
を
し
て
病
気
に
で

も
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
も
な

く
、
よ
く
よ
く
考
え
込
ん
で
し

ま
っ
た
。

　
今
ま
で
、
料
理
な
ど
は
作
っ

た
こ
と
も
な
い
の
で
、
何
を
ど

う
調
理
す
れ
ば
よ
い
の
か
見
当

が
つ
か
な
か
っ
た
。さ
ら
に
深

く
考
え
て
み
る
と
、
今
、
妻
は

元
気
で
働
い
て
い
る
が
、
何
か

の
事
情
で
寝
た
き
り
に
な
っ
た

り
、
私
よ
り
先
に
亡
く
な
っ
た

時
は
ど
う
す
る
の
か
。「
や
っ

た
こ
と
が
無
い
」「
面
倒
く
さ

い
」
な
ど
と
言
っ
て
逃
げ
て
い

る
と
、
俗
に
い
う
「
男
鰥や

も
め夫

に

〇
〇
が
湧
く
」
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
覚
悟
を
決
め
て
、

近
く
の
図
書
館
へ
行
き
食
材
や

料
理
の
本
を
読
み
勉
強
を
し
た
。

約
１
か
月
く
ら
い
に
な
っ
て
や

っ
と
自
分
に
も
何
と
か
出
来
そ

う
に
思
え
た
の
で
少
し
ず
つ
行

動
に
移
し
た
。

　
ご
飯
は
白
米
で
は
な
く
、
玄

米
（
こ
れ
は
炊
飯
器
で
簡
単
に
炊

け
る
）、
次
に
副
食
と
し
て
常
備

菜
を
何
品
か
用
意
し
た
。青
身

魚（
イ
ワ
シ
、
サ
バ
、
サ
ン
マ
）の

味
付
缶
詰
、納
豆
、松
前
漬
、甘

酢
漬
け
の
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
な
ど
で

あ
る
。汁
物
と
し
て
鳥
の
手
羽

先
と
玉
ね
ぎ
を
薄
味
の
し
ょ
う

ゆ
で
煮
た
も
の
、
あ
と
は
、
キ

ャ
ベ
ツ
と
キ
ュ
ウ
リ
の
浅
漬
け

が
あ
れ
ば
ど
う
に
か
自
分
の
食

事
は
賄
う
こ
と
が
で
き
た
。た

だ
、
い
つ
も
同
じ
も
の
だ
と
飽

き
て
く
る
の
で
、
少
し
ず
つ
料

理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し

て
い
る
。

　
定
年
後
５
年
に
な
る
が
、
今

の
と
こ
ろ
食
生
活
の
問
題
は
な

く
、
健
康
的
な
毎
日
を
過
ご
し

て
い
る
。ち
な
み
に
、
今
作
れ

る
料
理
は
、
圧
力
鍋
で
作
る
サ

ン
マ
の
甘
辛
煮
、
イ
カ
と
ワ
ケ

ギ
の
ぬ
た
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、

ワ
カ
メ
の
酢
味
噌
和
え
、
イ
カ

の
松
か
さ
煮
、
冷
や
し
ナ
ス
の

マ
リ
ネ
で
あ
る
。

　
最
後
に
我
が
家
協
定
を
明
か

す
と
、
私
の
朝
と
昼
の
食
事
と

後
片
付
け
、
風
呂
場
の
清
掃
、

愛
犬
の
世
話
、
庭
木
の
剪
定
と

雑
草
の
処
理
は
私
の
役
目
で
あ

り
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。

稲
敷
市
で
は
男
女
共
同
参
画
に
対
し
て
、「
蒼か

ぜ風

の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。今
回
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
取
り
組

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
う
ち
の
一
つ
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

減
額
認
定
申
請
と
保
険
証
の
変
更

▪
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
の
申
請

１
か
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
が

自
己
負
担
限
度
額
（
下
表
参
照
）

を
超
え
た
場
合
、
申
請
に
よ
り

高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。世
帯
員
全
員
が
住
民
税

非
課
税
の
場
合
、限
度
額
適
用・

標
準
負
担
額
の
認
定
を
受
け
る

と
、
こ
の
限
度
額（
入
院
時
の
窓

口
負
担
）
や
食
事
代
が
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。認
定
証
を
発
行

し
ま
す
の
で
、
入
院
の
際
は
病

院
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。提
示
し
な
い
と
そ
の
場
で

減
額
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
請
方
法

印
鑑
と
保
険
証
を
お
持
ち
の
う

え
、
７
月
以
降
に
各
庁
舎
窓
口

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
過
去
12
か
月
の
入
院
日
数

が
90
日
を
越
え
る
場
合
は
、
入

院
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、
後

期
高
齢
者
医
療（
ま
た
は
旧
老
人

保
健
）
該
当
に
な
っ
て
か
ら
起

算
し
ま
す
。

有
効
期
間

平
成
20
年
８
月
１
日
か
ら
平
成

21
年
7
月
31
日
ま
で
。

　

８
月
以
降
に
申
請
の
場
合
、

申
請
日
の
月
の
初
日
か
ら
平
成

21
年
７
月
31
日
ま
で
。

▪
負
担
割
合
が
変
わ
る
方

の
み
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
負
担

割
合
は
、
毎
年
８
月
１
日
か
ら

１
年
間
、
前
年
の
住
民
税
課
税

所
得
を
基
に
「
１
割
」
ま
た
は

「
３
割
」の
判
定
を
行
い
ま
す
。

　
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証

の
有
効
期
限
が
平
成
21
年
７
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
負
担
割
合
が
変
更
に
な

る
方
の
み
、
被
保
険
者
証
の
差

し
替
え
を
い
た
し
ま
す
。

　
▽
現
役
並
み
所
得
者
の
方
で
、

本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
の
被
保

険
者
の
収
入
の
合
計
が
５
２
０

万
円
未
満
（
単
身
世
帯
の
場
合
は

３
８
３
万
円
未
満
）
の
場
合
、
申

請
に
よ
り
１
割
負
担
と
な
り
ま

す
。　
▽
負
担
割
合
の
判
定
方

法
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
世

帯
内
の
被
保
険
者
お
よ
び
70
歳

以
上
の
方
の
所
得
と
収
入
で
判

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20

年
8
月
1
日
以
降
の
判
定
に
つ

い
て
は
、
世
帯
内
の
被
保
険
者

で
判
定
し
ま
す
。こ
の
判
定
基

準
の
変
更
に
伴
い
新
た
に
現
役

並
み
所
得
者
と
な
っ
た
方
に
つ

負担区分 自己負担限度額（１ヶ月） 入院時食事代の標
準負担額（１食）外来 入院および世帯合算

現役並み所得者
（3割）　※1 44,400円 80,100円＋α　※4

（44,400円）　※5 260円
一般（1割） 12,000円 44,400円
区分Ⅱ
（1割）　※２ 8,000円

24,600円 210円
（160円）　※6

区分Ⅰ
（1割）　※3 15,000円 100円

い
て
は
、
自
己
負
担
限
度
額
は

「
一
般
」
に
な
る
経
過
措
置
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

●
稲
敷
市
保
険
課
後
期
高
齢
者

医
療
係
（
桜
川
庁
舎
）　
☎
０
２

９ｰ

８
９
２ｰ

２
０
０
０
（
内
線

４
６
０
０
・
４
６
１
１
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
業
課
・
給
付
課　
☎
０
２
９

ｰ

３
０
９ｰ

１
２
１
３

※1…本人または同一世帯内の被保険者の住民税課税所得が145万円以
上の方　※2…世帯員全員が住民税非課税の場合　※3…世帯員全員が住
民税非課税かつ各種所得から必要経費、控除を引いた所得が0円となる場
合　※4…医療費が267,000円を超えた場合、その超過額1％が加算され
ます　※5…過去12ヵ月に4回を超える高額療養費の支給があった場合
の4回目以降の金額　※6…過去12ヵ月の間に90日を超える入院である
と申請した場合の金額

ホームページ http://chiyodalaw.jp/ 携帯はこちら・http://chiyodalaw.jp/i/
東京都千代田区四番町 4-8 野村ビル 4階（麹町駅徒歩 3分、市ヶ谷駅徒歩 5分）

0 3 - 5 2 2 6 - 3 0 6 0

ち よ だ 総 合 法 律 事 務 所
債務整理／破産／その他民事／刑事

クレジット・サラ金等でお困りの方　取り立てストップします

電 話 法 律 相 談
毎月の返済に行き詰まった方も
今はまだ返済できている方も
まずはお気軽にお電話を！

◆費用分割相談可◆
弁護士河嶋卓也（第二東京弁護士会）
弁護士岡部眞也（東京弁護士会）

■問い合せ先
稲敷市須賀津1872-6（聖苑香澄内）☎029-840-6133

聖苑香澄売店組合
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納
税
は
国
民
の
義
務
で
す

納
期
限
内
の
納
税
に
ご
協
力
を

れ
で
も
納
付
が
な
い
場
合
に
は
、

法
令
に
基
づ
き
滞
納
処
分
を
行

い
ま
す
。

滞
納
処
分
と
は

滞
納
者
の
意
志
に
関
わ
ら
ず
、

職
権
に
よ
り
財
産
を
差
し
押
え
、

換
価
し
、
換
価
代
金
を
も
っ
て

滞
納
税
金
に
充
当
す
る
一
連
の

強
制
手
続
き
の
こ
と
で
す
。

※
地
方
税
法　
第
３
３
１
条　

「
市
町
村
民
税
に
係
る
地
方
団

体
の
徴
収
金
に
つ
き
、
滞
納
者

の
財
産
を
差
し
押
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」抜
粋

差
し
押
え
の
対
象
と
な

る
財
産

不
動
産
・
給
与
等
・
預
貯
金
・

生
命
保
険
・
自
動
車
な
ど
で
す
。

　
稲
敷
市
が
執
行
し
た
平
成
19

年
度
の
差
し
押
え
件
数
は
１
７

８
件
で
す
。

　
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
絶
対
に
放
置
せ
ず
、
必
ず
市

税
務
課
収
納
対
策
室
ま
で
ご
相

納
税
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た

国
民
・
住
民
の
義
務
で
す
。皆

さ
ま
が
納
め
て
い
た
だ
い
た
税

金
は
、
充
実
し
た
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
使
わ
れ

て
お
り
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ま
に
は
納
税
の
大
切
さ
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
納
期
限
ま
で
に

納
税
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
し
か
し
、
一
部
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
に
よ
り
未
納
が
発
生

し
て
お
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
稲
敷
市
で
は
税
の

収
納
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。

滞
納
す
る
と
…

市
税
に
は
、
市
県
民
税
・
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民

健
康
保
険
税
が
あ
り
ま
す
。こ

れ
ら
の
税
金
を
納
期
限
内
に
納

め
な
い
こ
と
を
「
滞
納
」
と
い

い
ま
す
。滞
納
に
な
っ
た
場
合
、

督
促
状
や
催
告
書
に
よ
り
納
税

を
促
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ

談
く
だ
さ
い
。

　
稲
敷
市
で
は
大
多
数
の
納
期

限
内
に
納
付
さ
れ
て
い
る
納
税

者
と
の
公
平
性
と
信
頼
性
を
確

保
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
収

納
体
制
の
強
化
・
税
法
の
規
定

に
よ
る
滞
納
処
分
（
差
し
押
え
）

を
執
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
税
務
課
収
納
対
策
室

（
桜
川
庁
舎
）　
☎
０
２
９-
８

９
２-

２
０
０
０
（
内
線
４
５

０
８
） 経

済
的
に
納
付
が
困
難
な
場
合

は
免
除
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

免
除
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
免

除
と
な
る
保
険
料
免
除
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制

度
に
は
、「
法
定
免
除
」と「
申

請
免
除
」
の
二
つ
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。法
定
免
除
は
、
障
害

基
礎
年
金
や
生
活
保
護
法
の
生

活
扶
助
を
受
給
し
て
い
る
方
な

ど
が
届
出
を
行
う
と
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。

所
得
に
よ
る
免
除
は
４
段
階

申
請
免
除
（
学
生
の
方
は
、
申
請

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）は
、本

人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年

の
所
得
に
応
じ
て
４
段
階
の
基

準
額
が
あ
り
、
全
額
免
除
の
ほ

か
、
保
険
料
の
４
分
の
３
、
２

分
の
１
、
４
分
の
１
を
納
付
す

る
と
残
り
の
保
険
料
の
納
付
が

免
除
と
な
る
一
部
納
付
（
一
部

免
除
）が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
退
職（
失
業
）や
天
災

に
よ
る
免
除
の
特
例
が
あ
り
ま

す
。

　
原
則
と
し
て
、
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
の
所
得
で
審
査
さ

れ
ま
す
。退
職
し
た
方
は
、
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
離
職

票
な
ど
の
公
的
機
関
の
証
明
を

添
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

年
金
コ
ー
ナ
ー

第
１
号
被
保
険
者
の
免
除
制
度

り
ま
す
。

免
除
を
受
け
た
期
間
は

免
除
期
間
は
受
給
す
る
た
め
の

資
格
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま

す
。た
だ
し
、
年
金
の
受
給
前

で
あ
れ
ば
、
10
年
前
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。（
３
年

目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
一
定

率
を
乗
じ
た
金
額
が
加
算
さ
れ
ま

す
）

免
除
の
承
認
期
間

有
効
な
期
間
は
、
７
月
か
ら
翌

年
６
月
ま
で
。毎
年
申
請
が
必

要
で
す
。

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所　
☎

０
２
９ｰ

８
２
４ｰ

７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）　

☎
０
２
９ｰ

８
９
２

ｰ

２
０
０
０（
内
線
４
６
０
９
）
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肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

に
か
か
る
医
療
費
の
一
部
が
助

成
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
：
以
下
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方
。
①
Ｂ
型
ウ
イ
ル
ス

肝
炎
お
よ
び
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス

肝
炎
で
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
の
治
療
を
さ
れ
る
（
し
て
い

る
）
方　
②
茨
城
県
に
住
民
登

録
し
て
い
る
方　
③
国
民
健
康

保
険
な
ど
各
種
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方　
※
他
の
法
令

の
規
定
に
よ
り
国
ま
た
は
地
方

公
共
団
体
の
負
担
に
よ
る
医
療

に
関
す
る
給
付
を
受
け
て
い
る

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。　

▽
助
成
対
象
と
な
る
期
間
：
保

健
所
へ
申
請
書
を
提
出
し
た
月

の
初
日
か
ら
一
年
間
で
す
。（
本

制
度
に
よ
る
助
成
を
受
け
た
方
は
、

肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

治
療
費
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当

障
害
児
の
福
祉
増
進
を
図
り
ま
す

２
回
（
９
月
、
３
月
）
▽
申
請
の

手
続
き
：
社
会
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
内
）
で
申
請
の
手
続
き

を
し
、
市
長
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。　
▽
提
出

書
類
：
①
認
定
申
請
書　
②
住

民
票　
③
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
、
療
育
手
帳　
④
印
鑑　

▽
そ
の
他
：
障
害
児
が
施
設
に

入
所
し
た
と
き
や
住
所
、
氏
名

が
変
わ
っ
た
と
き
は
届
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２

９ｰ

８
９
２ｰ

２
０
０
０
（
内
線

３
２
１
１
）

心
身
に
障
害
の
あ
る
在
宅
の
20

歳
未
満
の
障
害
児
を
介
護
し
て

い
る
保
護
者
と
そ
の
家
族
の
精

神
的
、
身
体
的
労
苦
に
む
く
い
、

そ
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

▽
支
給
対
象
：
心
身
に
障
害
の

あ
る
在
宅
の
20
歳
未
満
の
障
害

児
を
介
護
し
て
い
る
父
母
、
ま

た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
介
護
し

て
い
る
方
。（
稲
敷
市
在
住
の
方

に
限
り
ま
す
）　

▽
障
害
の
程

度
：
①
療
育
手
帳
の
判
定
が

Ⓐ
・
Ａ
・
Ｂ
程
度
の
知
的
障
害

の
方　
②
身
体
障
害
の
程
度
が

身
体
障
害
者
手
帳
の
お
お
む
ね

1
～
３
級
の
方
。ま
た
は
、
４

級
に
該
当
す
る
障
害
の
う
ち
、

下
肢
に
障
害
の
あ
る
方　
③
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
１
級
、
２

級
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
た

方　
※
た
だ
し
、
障
害
児
福
祉

手
当
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は

受
給
で
き
ま
せ
ん
。　
▽
手
当

の
支
給
：
５
０
０
０
円
（
１
人

に
つ
き
月
額
）　
▽
支
給
日
：
年

難
病
患
者
支
援
制
度

支
援
費
が
支
給
さ
れ
ま
す

の
支
給
：
３
０
０
０
円
（
月
額
）

　
▽
支
給
日
：
年
２
回
（
９
月
、

３
月
）　

▽
申
請
方
法
：
各
庁

舎
総
合
窓
口
課
（
新
利
根
庁
舎

は
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
）
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。　

▽
提
出
書
類
：
①
支
給
申
請
書

　
②
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
の
写
し　
▽
現
在
受
給
し

て
い
る
方
：
提
出
さ
れ
て
い
る

難
病
患
者
の
方
の
闘
病
と
そ
の

保
護
者
の
方
の
労
苦
に
報
い
る

た
め
の
支
援
制
度
で
す
。
申
請

に
基
づ
き
、
市
が
決
定
し
て
支

給
し
ま
す
。

▽
支
給
対
象
：
稲
敷
市
に
在
住

し
、
茨
城
県
よ
り
発
行
さ
れ
た

一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

を
保
持
し
て
い
る
方
、
ま
た
は

そ
の
保
護
者
の
方　
▽
支
援
費

受
給
者
証
の
有
効
期
限
が
切
れ

る
方
は
、
更
新
後
の
受
給
者
証

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
詳

し
く
は
、
９
月
上
旬
に
通
知
致

し
ま
す
。　
▽
そ
の
他
：
受
給

者
が
住
所
を
変
更
し
た
と
き
、

病
気
が
な
お
っ
た
と
き
、
そ
の

他
手
当
の
受
給
理
由
が
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
必
ず
届
出
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
障
害

福
祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）　

☎

０
２
９ｰ

８
９
２ｰ

２
０
０
０

（
内
線
３
２
１
１
）

再
度
の
申
請
を
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
）

　
医
療
費
の
助
成
の
範
囲
や
自

己
負
担
金
、
申
請
手
続
き
、
受

給
者
の
記
載
事
項
の
変
更
手
続

き
、
療
養
費
の
払
い
戻
し
な
ど

に
つ
い
て
は
左
記
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
竜
ヶ
崎
保
健
所
保
健
指
導

課　

☎
０
２
９
７ｰ

６
２ｰ

２
３
６
７

●
県
庁
保
健
予
防
課　

☎

０
２
９ｰ

３
０
１ｰ

３
２
２
０
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Ｐ
Ａ
連
携

消
防
車
と
救
急
車
の
救
急
活
動

「
Ｐ
Ａ
連
携
」と
は
、消
防
車（
Ｐ

ｏ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
）
と
救
急
車
（
Ａ
ｍ

ｂ
ｕ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
）
が
連
携
し
て

救
急
活
動
を
行
う
こ
と
で
す
。

「
救
急
車
を
呼
ん
だ
の
に
、
消

防
車
ま
で
来
た
！
」
と
ビ
ッ
ク

リ
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
救
急
隊
と
消
防

隊
が
連
携
し
て
活
動
し
ま
す
。

消
防
車
に
は
応
急
処
置
器
材
を

積
載
し
、
消
防
隊
員
も
救
急
隊

員
と
同
じ
資
格
を
持
っ
た
隊
員

が
乗
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
安
心

く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
広
域
消
防
本
部
江
戸
崎

消
防
署　
☎
０
２
９ｰ

８
９
２ｰ

１
２
３
８

一
般
の
家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ゴ

ミ
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

▽
日
付
：
７
月
27
日（
日
）＝
鉄

く
ず
、ア
ル
ミ
、自
転
車
、モ
ー

タ
ー
、
ガ
ラ
ス
／
８
月
３
日

（
日
）＝
家
電
製
品
、
家
具
、
ガ

ラ
ス
、
そ
の
他　
▽
時
間
：
午

前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

４
時　
▽
場
所
：
新
利
根
中
学

校
前
駐
車
場　
※
雨
天
決
行

⃝
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）　

☎
０
２
９ｰ

８
９
２ｰ

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
０
）

本
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

犯
罪
・
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
や
非
行
を
し
た
少
年
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

●
稲
敷
市
人
権
同
和
対
策
室

（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２
９ｰ

８

９
２ｰ

２
０
０
０
（
内
線
３
３
０

０
）

第
58
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

７
月
は
強
調
月
間

家
庭
の
粗
大
ゴ
ミ
収
集

新
利
根
地
区

▽午前11時〜 江戸崎地区：パンプ前

▽午後2時〜

江戸崎地区：カスミ、タイヨー前、商店街

新利根地区：コム前

東地区：アピタ前

桜川地区：地区全域

消防車のサイレンは区別できます
火災の場合＝サイレン音『ウ～ウ～』
＋鐘の音『カンカン』
火災以外の場合＝サイレン音『ウ～
ウ～』

消防車がＰＡ連携で出動する場合

①傷病者が重症であり、救急隊員（3名）のみでは迅
速に対応できないとき
②3階以上に傷病者がいて、搬送が困難なとき
③交通量の激しい場所などで傷病者や救急隊員の
安全を確保する必要があるとき
④近くの救急車が出動中で、救急車の到着が遅れる
と判断されるとき
⑤レスキュー隊の活動を伴うとき
⑥ドクターヘリや防災ヘリを運用するとき
⑦その他救急隊の活動を支援する必要があると判
断した場合

街頭キャンペーン　7月12日（土）

鉄くず類…トタン、ロッカー、本
棚、ガスレンジ、卓上コンロ、傘、
ボイラー、ステンレス製品、など
家電製品類…電気ストーブ、電子
レンジ、掃除機、チャイルドシー
ト、ベビーカー、ワープロ、ステレ
オ、プラスチック製品で金具との
分別が不可能なもの、など



学
生
の
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
ご
参
加
を

夏
休
み
の
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
を
募
集

ま
す
。

▽
勤
務
期
間
：
小
学
校
の
夏
休

み
期
間　
▽
勤
務
地
：
市
内
児

童
ク
ラ
ブ　
▽
勤
務
時
間
：
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前

８
時
か
ら
午
後
６
時
15
分
ま
で

　
▽
募
集
人
数
：
若
干
名
（
高
校

卒
業
以
上
）　
▽
募
集
期
間
：
６

月
27
日（
金
）か
ら
７
月
11
日（
金
）

市
内
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
夏
休

み
期
間
の
指
導
員
を
募
集
し
ま

す
。

　
夏
休
み
期
間
で
す
の
で
、
専

門
学
校
や
、短
大
、大
学
な
ど
に

通
わ
れ
て
い
る
学
生
の
方
で
、

子
ど
も
が
好
き
で
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
遊
べ
る
健
康
な
方
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７ｰ

８
７

ｰ

３
２
４
７

い
な
し
き
夏
ま
つ
り
花
火
大
会

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
、花
火
賛
助
金
を
募
集

お
願
い
し
ま
す
。　
▽
期
間
：

７
月
７
日
（
月
）
ま
で
▽
申
込

先
：
商
工
観
光
課
、商
工
会（
本

所
、各
支
所
）

●
い
な
し
き
夏
ま
つ
り
実
行
委

員
会（
東
庁
舎
商
工
観
光
課
内
）　

☎
０
２
９ｰ

８
９
２ｰ

２
０
０
０

（
内
線
５
２
０
７
・
５
２
０
９
）

い
な
し
き
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

会
で
は
、
８
月
23
日（
土
）に
開

催
す
る
「
２
０
０
８
い
な
し
き

夏
ま
つ
り
花
火
大
会
」
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
花
火
と
花
火
賛
助
金
を

募
集
し
ま
す
。盛
大
な
花
火
大

会
に
な
り
ま
す
よ
う
、
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火

花
火
を
打
ち
上
げ
る
時
に
、
会

場
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ

ま
す
。あ
な
た
の
願
い
を
こ
め

て
夜
空
に
打
ち
上
げ
て
み
ま
せ

ん
か
？　
▽
申
込
方
法
：
所
定

の
用
紙
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
20
字

以
内
）
と
料
金
を
添
え
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。　
※
先
着
15

人　
▽
申
込
先
：
商
工
観
光
課

（
東
庁
舎
）、商
工
会（
本
所
、各
支
所
）

花
火
賛
助
金

「
花
火
大
会
」は
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
企
業
の
賛
助
金
で
開
催
し

て
い
ま
す
。賛
助
額
４
口
以
上

（
１
口
５
０
０
０
円
）
の
方
に
は
、

さ
じ
き
席
を
ご
用
意
い
た
し
ま

す
。多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
あ
い
ア
イ
」が
移
転つ

で
も
だ
れ
で
も
来
ら
れ
る
所

が
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▽
利
用
日
：
月
〜
金
曜
日
、
午

前
９
時
〜
午
後
４
時　
▽
事
業

内
容
：
育
児
不
安
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
お
よ
び
指
導
、
子
育

て
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
育
成
お
よ

び
支
援
、
子
育
て
に
関
す
る
情

報
の
収
集
お
よ
び
提
供　
▽
利

用
対
象
者
：
市
内
在
住
の
乳
幼

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
正
面
に

見
て
左
側
（
福
祉
作
業
所
跡
）
に

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
い

ア
イ
」
が
移
転
し
ま
し
た
。プ

レ
イ
ル
ー
ム
が
一
部
屋
増
え
、

子
ど
も
達
が
の
び
の
び
と
遊
べ

る
空
間
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
一
日
平
均
20
組
の
親

子
が
集
い
、
あ
そ
び
や
育
児
相

談
、
交
流
を
通
し
て
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
見
守
っ
て

い
ま
す
。遊
び
た
い
時
に
、
い

メッセージ花火料金表（1発）
４号玉：6,000円
５号玉：8,000円
６号玉：10,000円
10号玉：50,000円
スターマイン：100,000円以上

児
と
同
伴
の
保
護
者

※
詳
し
く
は
子
育
て
の
ペ
ー
ジ

（
Ｐ
22
）へ
。

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ

い
ア
イ
」　
☎
０
２
９
７ｰ

８
７

ｰ

７
０
７
０
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■
募
集
要
項

採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
＝
３
人

幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
＝
４
人

受
験
資
格

①
昭
和
57
年
４
月
２
日
～
平
成

３
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

②
４
年
制
大
学
、
短
期
大
学
、

高
校
の
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
方
（
来
年
３
月
ま
で
の
卒
業

見
込
み
含
む
）

③
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
稲

敷
市
に
住
所
を
有
し
、
今
後
も

引
き
続
き
市
内
に
居
住
し
得
る

方
、
ま
た
は
稲
敷
市
に
住
所
を

有
し
て
い
な
い
が
、
採
用
さ
れ

た
場
合
、
将
来
に
わ
た
っ
て
稲

敷
市
内
に
居
住
し
得
る
方

④
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
は
幼

稚
園
教
諭
免
許
と
保
育
士
資
格

の
両
方
を
有
す
る
方
（
来
年
３

月
ま
で
の
取
得
見
込
み
含
む
）

※
そ
の
他
欠
格
事
項
あ
り

採
用
試
験

第
１
次
試
験
（
茨
城
県
市
町
村
職

員
採
用
統
一
試
験
）

▽
日
程
：
９
月
21
日（
日
）▽
場

所
：
茨
城
大
学　
▽
内
容
：
一

般
教
養
試
験
と
作
文
（
大
学
卒

と
短
大
・
高
卒
と
に
区
分
）

※
第
２
次
試
験
は
第
１
次
試
験

合
格
者
に
通
知

受
験
手
続

▽
申
込
書
と
受
験
資
格
確
認
書

を
総
務
課
に
提
出　
▽
受
付
：

７
月
１
日（
火
）～
31
日（
木
）（
土

日
、祝
日
を
除
く
）、午
前
９
時
～

午
後
５
時
／
郵
送
は
７
月
31
日

午
後
５
時
必
着　

▽
申
込
書

等
：
用
紙
は
総
務
課
に
あ
り
ま

す
。郵
送
希
望
の
場
合
は
、
封

筒
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
書

請
求
」ま
た
は「
幼
稚
園
教
諭
・

保
育
士
採
用
試
験
申
込
書
請

市
職
員
募
集

平
成
21
年
４
月
１
日
採
用

春
の
褒
章

稲
敷
市
か
ら
二
人
、瑞
宝
双
光
章

長
（
阿
波
郵
便
局
）
と
し
て
勤
め
、

ま
た
茨
城
東
連
絡
会
会
長
と
し

て
郵
政
事
業（
当
時
）に
尽
力
し

た
こ
と
が
、
授
章
理
由
で
す
。

現
在
は
区
長
連
合
会
副
会
長
、

市
体
育
指
導
委
員
長
な
ど
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
富
澤
氏
は
「
す
ば
ら
し
い
章

を
賜
り
感
激
し
て
い
ま
す
。こ

れ
も
地
域
の
方
々
に
助
け
ら
れ

て
き
た
た
め
、
勤
め
上
げ
ら
れ

て
き
た
こ
と
で
す
。こ
れ
か
ら

は
微
力
な
が
ら
地
域
の
た
め
に

尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
20
年
の
春
の
叙
勲
受
給
者

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。稲
敷
市

か
ら
は
お
二
人
が
授
章
さ
れ
、

宮
内
氏
が
５
月
９
日
に
、
富
沢

氏
が
５
月
13
日
に
宮
中
に
参
内

し
て
天
皇
陛
下
に
拝
謁
さ
れ
ま

し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

瑞
宝
双
光
章

富
澤
富
生
氏（
阿
波
）

昭
和
52
年
よ
り
26
年
間
郵
便
局

瑞
宝
双
光
章

宮
内
修
氏（
下
太
田
）

平
成
12
年
よ
り
新
利
根
町
消
防

団
長
、
合
併
後
は
稲
敷
市
新
利

根
消
防
団
長
と
し
て
消
防
業
務

に
精
励
し
、
消
防
の
発
展
に
貢

献
し
て
き
た
こ
と
が
授
章
理
由

で
す
。

　
宮
内
氏
は
「
こ
の
よ
う
な
叙

勲
を
頂
け
た
こ
と
は
、
身
に
あ

ま
る
光
栄
で
す
。こ
れ
も
ひ
と

え
に
先
輩
、
同
僚
各
位
の
お
導

き
の
賜
で
あ
る
と
深
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。今
後
も
地
域
の

防
災
活
動
に
微
力
な
が
ら
協
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

求
」
と
朱
書
し
、
返
信
用
封
筒

（
角
型
２
号
／
宛
先
明
記
／
１
２
０

円
分
の
切
手
添
付
）
と
最
終
学
歴

区
分（
４
年
制
大
学
、
短
期
大
学
、

高
校
）
を
明
記
し
た
用
紙
（
様
式

は
任
意
）を
同
封
し
、
総
務
課
へ

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
総
務
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）　

☎
０
２
９ｰ

８
９
２ｰ
２

０
０
０
（
内
線
２
２
０
６
）
／
〒

３
０
０ｰ

０
５
９
５　

稲
敷
市

江
戸
崎
甲
３
２
７
７
番
地
１
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国
民
健
康
保
険
税

後
期
高
齢
者
支
援
金
分

平
成
20
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
を
支
援
す
る
た
め
、

国
民
健
康
保
険
税
か
ら
「
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
」
と
し
て
保

険
税
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

40
歳
未
満
の
方

医
療
保
険
分
＋
後
期
高
齢
者
支

援
金
分

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

医
療
保
険
分
＋
後
期
高
齢
者
支

身
近
な
み
ど
り
の
整
備
推
進

森
林
湖
沼
環
境
税
活
用
事
業

▽
整
備
の
例
：
景
勝
地
に
お
け

る
森
林
整
備
、
森
林
へ
の
竹
林

侵
入
防
止
対
策
、
身
近
な
み
ど

り（
通
学
路
、
公
共
施
設
、
住
宅
団

地
周
辺
）の
整
備
、
農
地
に
隣
接

し
て
い
る
森
林
の
整
備
、
耕
作

放
棄
地
へ
の
広
葉
樹
な
ど
の
植

栽
、
な
ど
。　
▽
そ
の
他
：
事

業
の
効
果
を
持
続
さ
せ
る
た
め
、

該
当
す
る
森
林
所
有
の
方
に
は

前
月
号
に
も
掲
載
し
ま
し
た

が
、
森
林
や
湖
沼
は
地
域
住
民

の
身
近
な
や
す
ら
ぎ
の
場
で
あ

り
、
生
活
環
境
の
保
全
や
美
し

い
景
観
の
維
持
な
ど
多
く
の
公

益
的
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
住
民
の
提
案

な
ど
に
よ
る
、
地
域
の
整
備
目

的
に
沿
っ
た
平
地
林
、
里
山
林

の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

借
金
相
談

借
金
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

先
で
す
が
、
債
務
整
理
を
し
た

場
合
、
こ
の
金
利
で
見
直
し
が

さ
れ
ま
す
。
困
っ
て
い
る
方
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
日
時
：
月
、
水
、
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）　
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
／
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９
９ｰ

７
８ｰ

３
１
１
５

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
上
限
金

利
は
あ
や
ふ
や
だ
っ
た
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
が
な
く
な
り
、
利
息
制

限
法
で
の
上
限
金
利
に
一
本
化

さ
れ
ま
す
。

●
10
万
円
未
満
＝
年
20
％

●
10
万
円
以
上
１
０
０
万
円
未

満
＝
年
18
％

●
１
０
０
万
円
以
上
＝
年
15
％

　
こ
れ
以
上
の
金
利
は
無
効
で

す
。
こ
の
法
律
の
施
行
は
ま
だ

一
定
期
間
内（
10
年
）の
森
林
の

転
用
禁
止
な
ど
の
協
定
を
事
業

実
施
前
に
締
結
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
茨
城
県
農
林
水
産
部
林
政
課

森
づ
く
り
推
進
室　
☎
０
２
９

ｰ

３
０
１ｰ

４
０
２
１

●
茨
城
県
県
南
地
方
総
合
事

務
所
林
務
課　

☎
０
２
９ｰ

８
２
２ｰ

７
０
８
７

●
稲
敷
市
農
政
課
（
東
庁
舎
）　

☎
０
２
９
９ｰ

７
８ｰ

３
３
８
５

援
金
分
＋
介
護
保
険
分　
※
年

度
の
途
中
で
、
40
歳
に
な
る
と

き
は
、
誕
生
月（
１
日
が
誕
生
日

の
人
は
前
月
か
ら
）
の
分
か
ら
介

護
保
険
料
を
納
税　
※
年
度
の

途
中
で
65
歳
に
な
る
と
き
は
、

前
月
ま
で
（
１
日
が
誕
生
日
の
方

は
前
々
月
）
の
介
護
保
険
分
を

計
算
し
、
国
保
の
保
険
税
と
し

て
年
度
末
ま
で
の
納
期
に
分
け

て
納
税

65
歳
以
上
75
歳
未
満

医
療
保
険
分
＋
後
期
高
齢
者
支

援
金
分

●
稲
敷
市
保
険
課
（
桜
川
庁
舎
）

　
☎
０
２
９ｰ

８
９
２ｰ

２
０
０

０（
内
線
４
６
０
８
）

７
月
1
日（
火
）よ
り「
江
戸
崎・

美
浦
・
阿
見
～
東
京
駅
線
」
の

ダ
イ
ヤ
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
の
変
更
点

①
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
の
路
線

廃
止
に
伴
い
、
運
行
会
社
が
関

東
鉄
道
の
み
の
運
行
に
な
り
ま

す
。　
②
上
り
・
下
り
と
も
4

便
に
な
り
、
運
行
時
刻
が
変
更

さ
れ
ま
す
。

　
運
行
時
刻
表
は
、
各
庁
舎
総

合
窓
口
課
、
稲
敷
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
関
東
鉄
道
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、
広
報

稲
敷
8
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

●
関
東
鉄
道
株
式
会
社　
竜
ヶ

崎
営
業
所　

☎
０
２
９
７ｰ

６

２ｰ

６
１
１
１

高
速
バ
ス（
江
戸
崎
〜
東
京
駅
）

ダ
イ
ヤ
改
正
の
お
知
ら
せ
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トピックス

厚
生
労
働
省
で
は
、
戦
没
者
遺

族
を
対
象
と
し
た
慰
霊
巡
拝
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施

時
期
、
概
算
所
要
額
お
よ
び
申

込
手
続
な
ど
に
つ
い
て
は
、
下

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

慰
霊
巡
拝
事
業

平
成
20
年
度
参
加
者
募
集

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
皆
さ
ま
へ

看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍

看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受

給
者
は
除
く
）
に
対
し
て
、
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

し
て
お
り
ま
す
。

　
書
状
の
贈
呈
は
請
求
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
ま
す
の
で
、ご
本
人

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
す

総
務
省
で
は
、
先
の
大
戦
に
お

い
て
外
地
な
ど
（
事
変
地
の
区

域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
に
派
遣

さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事

さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護

派遣地域
実施予定時期 実施期間 申込期限区分 地名

１ 南方 東部ニューギニア 10月 18日
〜 25日 8日間 7月 8日

２ フィリピン 11 月 12 日〜
21日 10日間 7月 30日

３ マーシャル・ギルバー
ト諸島

2月 7日
〜 15日 9日間 8月 26日

４ ミャンマー 2月 4日
〜 13日 10日間 10月23日

５ 日本 硫黄島（第１次） 12月上旬 2日間 8月 22日
６ 硫黄島（第2次） 3月上旬 2日間 9月 8日

⃝
茨
城
県
長
寿
福
祉
課　

☎

０
２
９ｰ

３
０
１ｰ

３
３
３
７

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
社
会

福
祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）　

☎

０
２
９ｰ

８
９
２ｰ

２
０
０
０

（
内
線
３
２
０
６
）　

ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か
ら
の
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
請
求
期
限
：
平
成
21
年
3
月

31
日

●
〒
１
０
０ｰ

８
９
２
６　

東

京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２ｰ

１ｰ

２　
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室

業
務
担
当　

☎
０
３ｰ

５
２
５

３ｰ

５
１
８
２

※申込受付後に参加者の選考を行い、厚生労働省において決定されますの
で、希望者全員が参加できるとは限りません

　　　　　　　　　鹿島アントラーズＦＣ

1. アントラーズホームゲームにご招待・優待
　稲敷市内に在住、在勤、在学している方を対象として、 指定席
　またはサポーターズシートを1,000円でご優待。また、中学生
　以下と65歳以上の方、ファンクラブ会員の方を無料でご招待
　します。
2. 稲敷ＰＲイベント開催（特産品販売など）

3. ゲーム観戦バスツアー
4. カシマサッカースタジアム見学ツアー
5. 試合で使用するグラウンドでの裸足に
　よるサッカー体験「ピッチでマッチ」
6. 選手と手をつないで入場できる
　「エスコートキッズ」募集
「稲敷市の日」詳細につきましては、来月号
より随時ご紹介していきます。

Ｊ1リーグ第29節　ＶS京都サンガＦＣ　15時キックオフ

●稲敷市企画課　tel：029-892-2000（内線2603）
　　　　　　　　mail：kikaku@city.inashiki.lg.jp

フレンドリータウンデイズ2008

　　『稲敷の日』開催決定!
アントラーズホームゲームに

10月18日（土）　カシマサッカースタジアム

（株）鹿島アントラーズFC

ご優待いたします

撮影:オフィス・プリマベーラ
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稲敷バラエティー稲敷バラエティー

小川さん（堀川）宅の愛犬ランボー（柴
犬／オス／ 5歳）
「娘の誕生日に家族になりました」
●掲載希望の方は生活環境課まで

夏
場
は
飲
水
を

　
こ
ま
め
に
交
換
！

選手とファンとの
キャッチボール⑬

Q
野
球
の
魅
力

公
式
戦
で
の
緊
張
感
で
す
か

ね
。
あ
の
緊
張
感
は
普
段
の
生

活
で
は
決
し
て
味
わ
え
な
い
ん

で
す
。
そ
の
中
で
も
一
番
好
き

な
の
は
、
ボ
ー
ル
が
バ
ッ
ド
の

芯
に
当
た
っ
た
瞬
間
の
感
触
で

す
。
あ
の
感
触
が
何
と
も
言
え

な
い
く
ら
い
好
き
な
ん
で
す
。

Q
G
G
の
魅
力

や
っ
ぱ
り
、
欽
ち
ゃ
ん
の
存
在

で
す
。
欽
ち
ゃ
ん
が
い
る
か
ら

素
晴
ら
し
い
コ
ー
チ
、
ス
タ
ッ

フ
が
集
ま
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
応
援
し
て
く
れ

る
方
々
も
た
く
さ
ん
い
る
。
欽

ち
ゃ
ん
を
中
心
に
と
て
も
い
い

チ
ー
ム
だ
と
思
い
ま
す
。

Q
野
球
選
手
を
目
指
し
て
い

る
子
ど
も
達
へ

ま
ず
、
一
番
大
切
な
の
は
『
努

力
』
す
る
こ
と
。
プ
ロ
を
目
指

す
な
ら
野
球
が
下
手
で
も
チ
ー

ム
が
弱
く
て
も
、
自
分
自
身
を

信
じ
て
や
る
。
野
球
が
好
き
で

続
け
て
い
れ
ば
、
必
ず
チ
ャ
ン

ス
は
め
ぐ
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ

に
、
上
手
な
人
は
そ
れ
な
り
の

こ
と
（
努
力
）
を
し
て
い
る
。

だ
か
ら
「
自
分
は
才
能
が
な
い

か
ら
…
」
と
い
う
言
い
訳
だ
け

は
絶
対
に
し
て
ほ
し
く
な
い
で

す
。

Q
野
球
を
始
め
た
き
っ
か
け

小
学
校
に
入
る
前
か
ら
父
親
や

兄
弟
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し

て
ま
し
た
。
田
舎
だ
っ
た
の

で
、
小
さ
い
時
は
、
野
球
し
か

な
か
っ
た
ん
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
も
野
球
と
卓
球
く
ら
い

し
か
な
く
て
…
。

岡崎透選手
▽ライト
▽背番号：40番
▽1982年9月9日
▽出身：山形県
▽経歴：山形興譲館
高校ー京都教育大
学

規
模
や
配
置
に
つ
い
て
の
検
討

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
ご
提
案
の
よ
う
に
、
地
域
や

学
校
に
愛
着
を
も
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
が
、
多
数
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
学

校
名
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
学

校
の
適
正
配
置
の
検
討
も
含
め

て
総
合
的
な
見
地
に
た
っ
て
検

討
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
ご
了
解
願
い
ま
す
。

市
民
の
声
に

　
　
　

答
え
ま
す

▪
市
民
か
ら
の
ご
意
見

学
校
名
を
も
っ
と
愛
着
の
あ
る

も
の
に
変
え
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
か
？

▪
市
長
か
ら
の
回
答

現
在
市
内
に
は
中
学
校
が
４
校
、

小
学
校
が
16
校
、
幼
稚
園
が
５

園
ご
ざ
い
ま
す
。し
か
し
、
当

市
に
お
い
て
も
急
速
な
少
子
化

が
進
み
、
今
後
複
式
学
校
に
な

る
学
校
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
市
で
は
学
校
の
適
正
な

市
長
へ
の
手
紙
か
ら（
抜
粋
）
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稲 敷 で 生 き る 人 々

プロフィール
筑波山ガマ口上保存会会員　
現在、口上士として筑波神社
で定期的に活動する。その他
の依頼（小学校講演、テレビ出演

など）にも精力的に参加。保存
会では地震などの災害時の募
金活動も行なっている。

第21回　蝦
が ま
蟇のぶおさん

今月はガマの油売り口上をしている
蝦蟇のぶおさん（神宮寺）です。イン
タビュー中、「自分で楽しめば、自然
とお客さんも笑うんだよ」と口上に
ついて楽しそうに語ってくれました。

■ガマの口上を始めたきっかけ
小さい頃大杉神社でやっていたハブ
の油売りの口上が好きでね。もとも
とそういうのが好きだったんだけど、
大きくなってからガマ油売りの口上
を知って、これまた好きになった。
　それで、平成10年頃だったかな
ぁ、口上を始めようと思い、テープ
を買い集め、独学で練習を…。それ

から、平成13年にガマの油売り口
上の全国大会があったんで、出場し
てみたんだよ。その大会に保存会の
会員が何人か出場していて、「入れ！
入れ！」と誘われてね。それで保存
会の会員になったんだ。

■口上のやりがい
お客さんの中には、一人くらい険し
い顔をしてじっと見ている人がいる
んだよ。そういう人を何とかして笑
わせてやるぞと思って口上してる。
その人が笑った時はうれしくてね。
「どうだい、見たか！」って思っち
ゃうんだよ。

　あと、口上をするとスッキリする。
それに、腹から声を出していると健
康にもなるよ。これからも口上をや
り続けて長生きしたい。

■どこに注目してほしいか
最近は口上の途中にダジャレなんか
をいれることもあるんだよ。
　でも、何といっても花吹雪と腕切
りだね。特に腕切りは俺の一番の見
せ場で、誰にも負けないと思ってる。
これだけは、他の誰よりも絶対に驚
かせる自信がある。その驚いた顔を
見て、また「ほれ、どうだい！」って
思うんだよ。（笑）
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1
幼
小
交
流
事
業
で
魚
つ
か
み

６
月
４
日
、
古
渡
小
学
校
の
プ
ー
ル
で
、
古
渡
小
の

一
年
生
と
今
度
小
学
校
に
入
学
す
る
桜
川
幼
稚
園
児

が
元
気
よ
く
プ
ー
ル
の
中
で
魚
を
追
い
か
け
ま
し
た
。

古
渡
小
で
昨
年
家
庭
交
流
事
業
と
し
て
好
評
だ
っ
た

魚
つ
か
み
。今
年
は
幼
稚
園
児
と
の
交
流
事
業
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。一
年
生
と
園
児
達
は
、
一
緒
に

な
っ
て
水
面
か
ら
出
る
背
び
れ
を
追
い
か
け
て
い
ま

し
た
。

2
白
鳥
黒
鳥
が
多
数
飛
来

今
年
に
な
っ
て
白
鳥
の
飛
来
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

３
月
に
は
新
利
根
地
区
に
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
（
２
ａ
）
と

コ
ク
チ
ョ
ウ
（
２
ｂ
）
が
多
数
飛
来
し
、
コ
ク
チ
ョ
ウ

は
江
戸
崎
庁
舎
の
裏
の
小
野
川
に
も
。ま
た
こ
の
５

月
、
既
に
帰
っ
て
し
ま
う
は
ず
の
コ
ブ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

（
２
ｃ
）が
、ま
る
で
新
し
い
橋
の
開
通
を
祝
う
か
の
よ

う
に
古
渡
橋
付
近
の
小
野
川
に
現
れ
ま
し
た
。白
鳥

や
黒
鳥
に
と
っ
て
、稲
敷
市
は
住
み
心
地
の
い
い
場
所

な
の
で
し
ょ
う
ね
。　
２
ｃ
撮
影
＝
鴻
野
伸
夫
氏（
堀

之
内
）

3
た
ば
こ
販
売
組
合
の
美
化
活
動

江
戸
崎
た
ば
こ
販
売
組
合
で
は
、
毎
年
数
回
美
化
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。６
月
３
日
、
今
回
は
小
雨

の
降
る
中
、
新
利
根
庁
舎
・
新
利
根
地
区
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
周
辺
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

4
消
防
夏
期
訓
練

５
月
25
日
、
雨
の
降
る
中
、
桜
川
庁
舎
駐
車
場
と
江

戸
崎
庁
舎
駐
車
場
で
消
防
夏
期
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま

2a

2b

2c

3

1
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で・き・ご・と
5-6月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）
5

し
た
。参
加
し
た
の
は
分
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
班

長
以
上
と
新
入
団
員
５
７
１
人
。皆
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な

り
な
が
ら
の
規
律
訓
練
や
、
実
際
に
放
水
し
て
の
消

防
ポ
ン
プ
操
作
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

5
桜
川
球
技
大
会

桜
川
地
区
球
技
大
会
が
今
年
も
桜
川
総
合
運
動
公
園

で
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。競

技
種
目
は
軟
式
野
球
・
ヘ
ル
シ
ー
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
三
種
。そ
れ
ぞ
れ
行
政
区
単
位
の
チ
ー
ム

で
争
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
皆
明
日
の
仕
事
の
こ
と

も
忘
れ
、
プ
レ
ー
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。（
写
真
：
６
月

１
日
に
開
催
さ
れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

6
Ｎ
Ｐ
Ｏ
稲
敷
Ｉ
Ｔ
推
進
会
全
国
表
彰

東
京
で
開
催
さ
れ
た
、
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
電

波
の
日
情
報
通
信
月
間
記
念
式
典
に
お
い
て
、
6
月

2
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
稲
敷
Ｉ
Ｔ
推
進
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。受
賞
内
容
は
市
内
全
域
へ
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

サ
ー
ビ
ス
の
誘
致
に
成
功
す
る
な
ど
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
で
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

7
こ
ん
に
ゃ
く
の
花

櫻
井
克
男
さ
ん
（
江
戸
崎
田
宿
）
宅
の
畑
で
、
こ
ん
に

ゃ
く
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。（
写
真
は
５
月
16
日
撮
影
）

半
月
前
に
蕗
の
間
か
ら
何
や
ら
見
た
こ
と
の
な
い
も

の
が
。新
聞
に
同
じ
花
が
載
っ
て
い
て
こ
ん
に
ゃ
く

の
花
だ
と
分
か
り
、
と
て
も
珍
し
い
こ
と
だ
と
知
っ

た
そ
う
で
す
。何
年
も
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
っ
て
い
る

が
初
め
て
と
の
こ
と
。こ
の
下
の
こ
ん
に
ゃ
く
玉
が

い
っ
た
い
ど
ん
な
大
き
さ
に
な
る
の
か
と
て
も
楽
し

み
だ
そ
う
で
す
。

7

6

4b

4a



7月10日（木）	 東分庁舎	 弁
7月17日（木）	 桜川庁舎	 司
7月24日（木）	 江戸崎公民館	 司
7月31日（木）	 ふれあいセンター	
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後１時30分〜４時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制。弁＝弁護士、司＝司法書士に相談できます　申込：
稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます　問：稲敷市
総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します　問：稲敷市人権同和対策室（新利根庁舎）tel.029-	
892-2000（内線3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
スクールカウンセリング
臨床心理のカウンセラーが面接や電話でお答えします。
▽対象：市内小中学校　▽申込：予約制　▽日時：午前9時
〜午後5時／面接：江中＝火曜、新中＝木曜
●江戸崎中学校相談室tel.029-892-3780
●新利根中学校相談室tel.0297-87-5033
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障害など、乳幼児から児童に関
する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みにお答えします。
▽日時：7月17日（木）、7月31日（木）午前10時〜午後4時
　▽場所：各公民館、生涯学習センター　▽申込：予約制
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-	
3439

教育に関する相談

市からのさまざま情報を、
携帯電話やパソコンへ配信
します。
▽PC用：市HPから
▽携帯用：http://www.
city.inashiki.lg.jp/mail_
service/mobile/ ※ QR コ
ードは裏表紙

情報メール配信 市の人口（常住人口）
総人口：47,791（-26）

　　男：23,594（-33）

　　女：24,197（7）

世帯数：14,920（29）

※6月1日現在。かっこ内は前

月比

生活相談
隣保館の設置されていない地域
の生活や人権などの問題につい
て、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日、午前9時
〜正午　▽場所：新利根庁舎、
小角地区農村集落センター
●稲敷市人権同和対策室（新利

根庁舎）tel.029-892-2000（内

線3300）

7月の納税
▽納期限：7月31日（木）

固定資産税　2期

7月15日（火）　江戸崎庁舎	 7月16日（水）　新利根庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付＝7
月7日（月）午前8時30分〜／定員＝各会場6名。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談
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6月29日（日）	 いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
	 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
7月6日（日）	 かたやま耳鼻咽喉科（阿見町)tel.029-887-3349
	 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
7月13（日）	 さかえ医院（阿見町）tel.029-888-2662
	 矢野整形外科医院（浜新宿）tel.029-892-2127
7月20日（日）	 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
	 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
7月21日（月）	 小林医院（阿見町）tel.029-889-1134
	 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
7月27日（日）	 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
	 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
8月3日（日）	 かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
	 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
8月10日（日）	 なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
	 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
8月17日（日）	 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
8月24日（日）	 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
	 いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
8月31日（日）	 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
	 坂本医院：坂本隆二（桑山）tel.029-892-2232
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応。
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：平日＝午後6時30分〜午後10時30分
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定・公衆電話から＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

囲碁教室	 月曜、午後1時〜
陶芸教室（予約制）	 火、木曜＝午後1時〜／日曜＝午前9時〜
カラオケ教室	 火、土曜午後1時30分〜
こども陶芸教室	 火、木曜＝午後1時〜／日曜＝午前9時〜
太極拳教室	 7月9日（水）午後1時30分〜
生花教室	 7月17日（木）午後1時30分〜
ゆきちゃんの音楽会	 7月18日（金）午後2時〜
手話愛好会	 7月18日（金）午後7時〜
リハビリ体操教室	 7月23日（水）午後1時〜
絵手紙教室	 7月23日（水）午後1時30分〜
茶道教室	 7月24日（木）午前10時〜
梅さんの落語会	 7月26日（土）午後1時30分〜
こどもパン教室	 7月27日（日）午前10時〜
料理教室	 7月28日（月）午前10時〜
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）

tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

▽日時：7月3日（木）、17日（木）、31日（木）午後2時10分
〜30分　▽場所：江戸崎庁舎第2駐車場奥　▽手数料：
2,000円（1匹）

●稲敷市生活環境課tel.029-894-2327

犬猫引取
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２
９ｰ

８
９
２ｰ

０
３
２
２

調
理
師
試
験
と

予
備
講
習
会

調
理
師
試
験

▽
日
時
：
８
月
26
日（
火
）、
午

前
９
時
15
分　
▽
会
場
：
土
浦

第
二
高
校
ま
た
は
常
磐
大
学　

予
備
講
習
会

▽
日
時
：
８
月
４
日（
月
）、
５

日（
火
）の
二
日
間
、
午
前
９
時

〜
午
後
５
時　
▽
会
場
：
龍
ケ

崎
市
「
喜
仙
」　

▽
申
込
：
７

月
10
日（
木
）ま
で
に
、
調
理
師

会
江
戸
崎
支
部（
稲
敷
市
商
工
会

内
／
担
当
：
斎
藤
）
へ　
※
願
書

な
ど
は
稲
敷
市
商
工
会
本
所
に

あ
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
商
工
会　
☎
０
２
９

ｰ

８
９
２ｰ

２
６
０
３

ホ
ス
ピ
タ
ル
シ
ア
タ
ー

７
月
19
日（
土
）

第
３
回
ホ
ス
ピ
タ
ル
シ
ア
タ
ー

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
「
キ
ャ
ト
ル
・
リ
ー
フ
」
の

皆
さ
ん
に
よ
る
楽
し
い
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
公
演
を
開
催
致
し
ま

す
。
公
演
時
間
は
１
時
間
ほ
ど

で
す
。
小
さ
い
お
子
様
も
歓
迎

「
就
職
に
関
す
る
出
張

相
談
」

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
求
人
・
求
職
の
出
張
相

談
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
毎
月
第
３
水
曜
日
、

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
（
お

昼
休
み
を
除
く
）　

※
事
前
の
ご

予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
▽
会
場
：
茨
城
県
稲
敷
合
同

庁
舎
（
２
階
第
１
会
議
室
）　

▽

内
容
：
一
般
的
な
就
職
相
談
・

職
業
紹
介
・
内
職
相
談
・
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
職
業

適
性
診
断

●
い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー　
県
南
地
区
セ
ン
タ
ー　

☎
0
2
9ｰ

8
2
5ｰ

3
4
1
0

香
取
市
民
プ
ー
ル

　
７
月
21
日（
月
）オ
ー
プ
ン

▽
開
園
期
間
：
７
月
21
日（
月
）

か
ら
８
月
31
日（
日
）ま
で　
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分　
※

無
休
。た
だ
し
荒
天
時
は
休
園

　
▽
利
用
料
金
：
一
般
（
高
校

生
以
上
）
５
０
０
円
／
小
中
学

生
３
０
０
円
／
幼
児
（
４
歳
以

上
）
１
０
０
円
（
付
き
添
い
が
必

要
で
す
）　

※
香
取
市
民
以
外

の
方
も
自
由
に
ご
利
用
に
な
れ

ま
す
。身
体
に
障
害
の
あ
る
方

は
受
付
で
障
害
者
手
帳
を
提
示

す
る
と
半
額
に
な
り
ま
す
。

⃝
香
取
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課　

☎
０
４
７
８ｰ

５
０ｰ

１
２
２
１
／
香
取
市
民

プ
ー
ル（
開
園
後
）　
☎
０
４
７
８

ｰ

５
６ｰ

０
１
９
２

江
戸
崎
合
気
会

会
員
募
集

江
戸
崎
合
気
会
で
は
、
合
気
道

を
や
っ
て
み
た
い
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。合
気
道
は
老
若
男

女
を
問
わ
ず
誰
に
で
も
打
ち
込

め
る
武
道
で
あ
り
、
現
在
は
小

学
生
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
層

が
道
場
に
通
っ
て
い
ま
す
。他

に
稽
古
で
は
鹿
島
神
流
と
い
う

剣
術
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

▽
稽
古
日
：
小
学
生
＝
金
曜
日
、

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分
／

大
人
＝
月
・
木
曜
日
、
午
後
８

時
〜
９
時
30
分　
▽
場
所
：
江

戸
崎
中
学
校
武
道
館　

▽
会

費
：
１
０
０
０
円（
月
額
）

●
江
戸
崎
合
気
会　
林　
☎
０

で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

▽
演
目
：
「
パ
ベ
ル
と
魔
法
の

土
笛
」　

▽
日
時
：
７
月
19
日

（
土
）　

午
後
２
時
開
演
（
開
場

１
時
30
分
）
▽
会
場
：
み
や
ざ

き
ホ
ス
ピ
タ
ル　
６
階
レ
イ
ン

ボ
ー
ホ
ー
ル（
入
場
無
料
）

●
み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル　
☎

０
２
９
７ｰ

８
７ｰ

３
３
２
１

オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会

８
月
10
日（
日
）開
催

社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
茨
城
県
支
部
で
は
、
オ
ス
ト

メ
イ
ト
社
会
適
応
訓
練
事
業
の

一
環
と
し
て
、
第
84
回
オ
ス
ト

ミ
ー
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
８
月
10
日（
日
）午
前

10
時
〜
午
後
３
時　
▽
会
場
：

牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
（
旧
中
央
公
民
館
）　

１
階
大

研
修
室　
▽
内
容
：
講
演
「
ス

ト
ー
マ
ケ
ア
に
つ
い
て
」
皮
膚
、

排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
／
竹
之

内
美
樹　
ス
ト
ー
マ
用
装
具
展

示
、
説
明　
▽
参
加
費
：
１
０

０
０
円
（
昼
食
代
ほ
か
）　
▽
申

込
：
８
月
５
日（
火
）ま
で

●
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会　
茨
城
県
支
部
南
部
地
区

セ
ン
タ
ー
総
務　
渡
辺
紀
之　

☎
０
２
９
７ｰ

６
２ｰ

２
１
４
３

排
水
設
備
主
任
技
術
者

資
格
認
定
試
験

日
本
下
水
道
協
会
に
よ
る
排
水

設
備
主
任
技
術
者
資
格
認
定
試

験
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

（
稲
敷
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に

必
要
な
資
格
で
す
）

▽
日
時
：
10
月
７
日（
火
）　
午

後
１
時
30
分
か
ら（
受
付
：
午
後

12
時
30
分
～
）　
▽
会
場
：
「
ホ

テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波
」　

他
２

会
場　
▽
受
験
手
数
料
：
２
０

０
０
円　
▽
申
込
方
法
：
８
月

５
日（
火
）ま
で
に
下
水
道
課
へ

申
し
込
み
。

　
ま
た
、
受
験
者
講
習
会
も
行

わ
れ
ま
す
の
で
受
講
ご
希
望
の

方
は
合
わ
せ
て
申
し
込
み
願
い

ま
す
。

●
稲
敷
市
下
水
道
課　
☎
０
２

９
９ｰ

７
８ｰ

３
３
９
３
／
fax
０

２
９
９ｰ

７
８ｰ

２
２
７
４
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社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

　　　皆さんからの善意
社協の善意銀行事業では、皆さまから
頂いた寄付金や物品を善意銀行事業に
て取扱いをしています。ご支援ありが
とうございます。（4月からの寄付をご紹

介します）

常陽ボランティア倶楽部
江戸崎庁舎市長室にて、常陽銀行様か
らタオル440本の寄付がありました。
市内の福祉施設に配布させていただき
ます。（写真は前月号に掲載）

あゆみ会
ボランティアサークル「あゆみ会」か
ら寄付金をいただきました。

江戸崎カントリー倶楽部
江戸崎カントリー倶楽部様から社会福
祉活動のための寄付金をいただきまし
た。
太田小学校
太田小学校様から、学校内の拾得金と
してご寄付いただきました。

　　　地域包括支援センター
地域包括支援センターは高齢者の総合
相談窓口です。

事業名 生活介護 生活訓練 就労B型
実利用（名） 7 9 27
総数（名） 140 180 540

　▽資格：要普通自動車免許、福祉職
経験者優遇　▽勤務体制：4週8休（土

日、祝日休み） 　▽勤務時間：午前8時
30分～午後5時15分（うち6時間勤務）

　▽年齢：不問　▽募集人数：若干名

地域包括支援センター非常勤職員
▽職務内容：介護予防マネージメント
　▽資格：介護支援専門員（要普通自動

車免許）　▽勤務体制：4週8休（土日、祝

日休み）　▽勤務時間：午前8時30分～

　　　臨時職員の募集
福祉の現場で働きませんか？
　社会福祉協議会では、現在、非常勤職
員の募集を行っています。資格要件など
を確認の上、社会福祉協議会人事担当係
までお問い合わせください。　▽募集期
間：7月22日（火）まで

社会福祉協議会事務非常勤職員
▽職務内容：社会福祉事業全般の事務

午後5時15分（うち5時間勤務）

障がい者センター非常勤職員
▽職務内容：障害者介護など　▽資格：
要普通自動車免許（障害のある方に理解

があり、明朗な方 ）　▽勤務体制：4週8
休（土日、祝日休み） 　▽勤務時間：午前
8時30分～午後5時15分（うち6時間

勤務）　▽年齢：不問（未就学児のいない

方） 　▽募集人数：２名

　不安や心配ごとをどこに相談したら
いいかわからない、介護サービスを利
用したい、虐待にあっている人がいる
など、高齢者のさまざまな相談に応じ
ます。
　今年度は、老人クラブや輪投げ大会
でも各種相談を受付けております。
　相談は無料ですので、どうぞお気軽
にご相談ください。
●稲敷市地域包括支援センター（江戸

崎福祉センター内）☎029ｰ834ｰ5353

4月にオープンした
「稲敷市障がい者セン
ターハートピアいなし
き」の運営状況です。
なお、日中活動を行う
方が対象となる、入浴
サービスが7月から始
まります。（5月30日現在の利用人数）
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あそびの広場日程

稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680

子育て

7月10日（木）	 ふれあい遊び・水遊び用おもちゃ作り（１

歳３ヶ月～１歳８ヶ月）

7月15日（火）	 ふれあい遊び・水遊び用おもちゃ作り（8

ヶ月～１歳３ヶ月）

7月17日（木）	 ふれあい遊び・ぽっくり作り（２歳半～３歳半）

7月19日（土）	 夕涼み会（テーマ：つたえよう、つなげよ

う！）（どなたでも）

7月22日（火）	 ふれあい遊び・ぽっくり作り（３歳半～就園前）

7月24日（木）	 サロンの日（どなたでも）

7月29日（火）	 ムーブメント（2歳以上・２０組）

ひまわり　（要予約）

▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座等）

7月2日（水）	 ふれあい遊び・七夕飾りを作ろう（どなた

でも）

7月5日（土）	 夕涼み会（テーマ：みつけよう！）（どなたでも）

7月8日（火）	 栄養講座（どなたでも・12組）

7月9日（水）	 手遊び・水遊び用おもちゃ作り（どなたでも）

7月16日（水）	 ふれあい遊び・ぽっくり作り（どなたでも）

7月23日（水）	 手遊び・水遊び用おもちゃ作り（どなたでも）

7月29日（火）	 ムーブメント（2歳以上・20組）

あいアイ　（すくすくday 以外要予約）

▽時間：午前10時30分〜11時30分 ▽対象：0歳〜就園前
7月9日（水）	 すくすくday ／東保健センター
7月11日（金）	 ママとあそぼう（0歳～1歳半)／あいアイ
7月15日（火）	 おもちゃをつくろう（水遊び用）（1歳半～）

／あいアイ
7月16日（水）	 〃／東保健センター
7月17日（木）	 〃／桜川保健センター
7月18日（金）	 〃／江戸崎保健センター
7月23日（水）	 すくすくday ／東保健センター
7月24日（木）	 親子クッキング／あいアイ
7月25日（金）	 誕生会（7月生まれ）／あいアイ
つばさ　（要予約）

▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座等）

7月１日（火）	 ふれあい遊び・水遊び用おもちゃ作り（１

歳８ヶ月～２歳半）

7月３日（木）	 赤ちゃん体操・七夕飾りを作ろう（妊婦さ

ん～生後８ヶ月）

7月８日（火）	 栄養講座（どなたでも・12組）

＊子育て講座開催のおしらせ
親子で“手作りおやつ”をつくろう。
　楽しくて、おいしくて、簡単な手作りおやつ
の作り方を、栄養士さんが教えてくれます。
ぜひ、お子さんと一緒に楽しいひとときを。
　▽日時：７月24日（木）午前10時30分～
正午　▽場所：子育て支援センターあいア
イ　▽対象：2歳児以上の子どもと保護者

（15組）　▽講師：浅野みどり氏（栄養士）　▽
費用：実費程度（300円位）　▽申込：7月15
日（火）までにあいアイへ

あいアイ

　
　　つばさ・ひまわり
＊ムーブメント（2歳〜、20組）

当センターは、県立あすなろの郷と連携をと

りムーブメントを通して幼児期の発達・療育
面においての相談なども受けておりますの
でお気軽にご参加ください。　▽日時：7月
29日（火）午前10時～11時30分　▽場所：
センターつばさ2階　▽講師：県立あすな
ろの郷・岡部周子氏
＊夕涼み会へのおさそい！！
園児といっしょに夕涼み会をたのしみません
か？ゲーム・模擬店などを計画しています。
　▽つばさ：７月19日（土）つばさ保育園　
▽ひまわり：７月5日（土）江戸崎保育園　※
詳細は７月号つうしんにてお知らせします。

あいアイでは毎月25日に誕生日会をして
います。（要予約）
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●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

　　　婦人科医療検診

乳がん医療機関検診について
対象年齢 30歳～ 56歳 40歳～ 56歳 57歳以上
検診内容 問診・視診・

触診・超音波
検査

問診・視診・触
診・超音波検査・
マンモグラフィ
（1方向）

マンモグラフ
ィ（1方向）

自己負担額 1,000円 1,500円 500円
※40歳～ 56歳のマンモグラフィは、隔年の実施になりま
す。57歳以上検診は、隔年の実施になります。40歳以上
の方には、マンモグラフィー 2方向をお勧めいたします。
（この場合、自己負担は500円追加）

▷受付及び実施期間：7月1日から平成21年2月27日ま
で　▷申し込み先：ふれあいセンター
子宮がん医療機関検診について
▷受付及び実施期間：7月1日から平成21年2月27日ま
で　▷対象者：20歳以上の女性　▷検診内容：子宮頸部細
胞診検査　▷自己負担額：1,000円　▷申し込み先：ふれ
あいセンター

　　　循環器の健診が変わりました

今年の4月より、メタボリックシンドロームおよび予備軍
を抽出する健診に変わりました。変わった点は、年齢ごと
（①40歳～ 74歳②19歳から39歳③75歳以上）に検査項目が
違うことと、40歳以上の方は、健診の実施者が加入して
いる医療保険（国保・政府管掌保険・組合健保・共済・後期高齢）

8月の行事予定

に変わったことです。
　特に40歳～ 74歳の方が健診を受ける際は特定健診受
診券が必要となります。国民健康保険加入者については4
月中旬にはがきサイズの受診券を交付いたしました。健診
日程等詳細については、保健行事予定表をご覧ください。
　国保以外の方は、各医療保険者にご確認ください。市の
健診会場で受診可能な方は必ず受診券の交付を受けてか
ら、健診を受診してください。社会保険本人の方は、事業所
健診が優先されますので市の健診会場で特定健診等の受診
はできません。　※特定健診等の受診者の方で、心電図・
眼底検査・貧血検査が検査項目に入っていない場合があり
ます。ご希望の方は1,700円の負担で受けられます。健診
会場で申込ください。
　がん検診については、今までどおり対象年齢であればど
なたでも受診できます。保健行事予定表をご覧になり、申
込ください。

　　　母子手帳の交付について

母子手帳の交付は、各庁舎総合窓口課で行っています。窓
口で妊娠届出書にご記入の上、母子手帳及び妊婦健診受診
票（５回分）の交付となります。予定日をご確認され、来所く
ださい。母子手帳交付後に妊産婦の医療福祉制度（マル福）

の手続きができますので、保険証と印鑑、口座のわかるも
のをご持参ください。（桜川庁舎では、手帳交付は総合窓口課、

マル福の手続きは保険課となります）

崎保健センター
■麻しん・風しん　▷8月25日（月）

東保健センター
離乳食相談（予約制）　
▷8月19日（火）ふれあいセンター
乳幼児健診
対象の方へ個別通知いたします。詳しく
は、すくすくカレンダーをご覧ください。
心の相談（予約制）

詳しくは3月に配布した、すくすくカ
レンダーをご覧ください。
予防接種（６月20日から予約受付）
■三種混合　▷8月７日（木）東保健セ
ンター　▷8月19日（火）江戸崎保健
センター
■ポリオ　▷8月5日（火）、18日（月）江戸

▷心の相談　 8月12日（火）東保健セ
ンター 、8月20日（水）ふれあいセン
ター
精神デイケア 　
▷8月20日（水）ふれあいセンター
総合健診予約　
■江戸崎保健センター　▷実施日：8
月7日（木）〜10日（日）　▷予約日：7
月9日（水）～ 10日（木）
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生涯学習
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

費：1,430円（ロープ代含む）　※教室
初日に徴収。ロープは教室終了後、お
持ち帰りください。　▽申込み：7月
10日（木）から電話で申し込む（土日、

祝日は除く）　▽定員：20人（小学1年生

～ 6年生までの方）　▽服装：半そで、半
ズボン（ジーパンは不可）、靴下、上履き不

要　▽その他：飲み物は各自でご用意
ください。
●稲敷市生涯学習課　☎0297ｰ87ｰ
3439

定員：30人（先着順）　▽持参：バスタオル

●稲敷市生涯学習課　☎0297ｰ87ｰ
3439

新体操教室
カラフルなボールやフープ、リボンや
ロープを使って音楽に合わせて楽しく
体を動かしてみましょう！
▽日時：火曜日（7月29日、8月12日、

19日、26日）、金曜日（8月1日、15日、

22日、29日）（全８回）　午前10時～
11時30分　▽場所：江戸崎総合運動
公園体育館　メインアリーナ　▽参加

各種教室
　　　余暇を活用しましょう

簡単！エアロ＆
　　　　バランスボール教室
簡単なエアロビクスを取り入れなが
ら、バランスボールを使って筋力トレ
ーニングを行う教室です。
▽日時：7月30日（水）～ 9月24日（水）

毎週水曜日（全８回）※8月13日はお
休み、午後7時30分～ 8時30分　▽
場所：あずま生涯学習センター　多目
的ホール　▽参加費：2,000円（教室初

日に徴収）　▽申込み：7月10日（木）か
ら電話で申し込む（土日、祝日は除く）▽

熱戦を繰り広げました。
男子ダブルス　▽優勝＝本名・金永（ｍ

＆ｍつくば・魁！庭球塾）、準優勝＝小山・
中沢（南が丘ＴＣ）、ベスト4＝林・石川
（スパークリング）、北川・伊藤（フリー）

女子ダブルス　▽優勝＝猪瀬・郡司（Ｃ

ＳＪ）、準優勝＝宮田・武田（ＥＴＣ・フ

リー）、ベスト4＝祢津・鹿志村（ＣＳ

Ｊ）、石井・高城（火木会・ＥＴＣ）

稲敷市民軟式野球大会
第6回稲敷市民軟式野球大会が4月6

各種大会結果
　　　ソフトボール、テニス、野球

春季ソフトボール大会
春季ソフトボール大会が、5月18日
（日）、25日（日）に白鷺球場・多目的グ
ランドにおいて、参加９チームにより
熱戦が繰り広げられました。
▽優勝＝江戸崎ベアーズ、準優勝＝タ
イガース、第3位＝西部インパルス

稲敷市春季硬式テニス大会
平成20年度稲敷市春季硬式テニス大
会が5月18日（日）に男女各16ペアで

日（日）、20日（日）、27日（日）の3日
間で、新利根球場と江戸崎球場におい
て、参加13チームにより熱戦が繰り
広げられました。
▽優勝＝フレンズ（4回連続4度目）、Ｍ
ＶＰ賞＝古谷太一（フレンズ）、敢闘賞
＝岡野広志（新撰組）、勝利監督賞＝平
野勝弘（フレンズ）
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	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー7月

公民館図書室

江戸崎公民館図書室
おはなし会
ボランティアの方が、絵本を読んだり、
エプロンシアターをしてくれます。　
▽日時：7月19日（土）午後2時～ 3時
　▽場所：江戸崎公民館　和室2

新利根公民館図書室
おはなし会
夏のお話の読み聞かせをします。大き
なハイビスカスをおり紙でつくりま
す。　▽日時：7月12日（土）午前10
時30分～ 11時30分　▽場所：新利
根公民館　2階和室

日（土）～8月31日（日）　▽場所：図書館、
各公民館図書室　▽参加資格：図書館
利用カードをお持ちの中学生まで　▽
参加方法：各カウンターで申し込む

押し花展
図書館2階ギャラリーで、「押し花絵ク
ラブ」の展示を行います。ぜひご覧く
ださい。　▽期間：7月24日（木）～
8月19日（火）午前9時～　※水曜日
のみ午前11時〜

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。　▽日時：7月
27日（日）　午前10時30分〜

市立図書館

子ども映画会
①にじいろのさかな～ぼうけん編（幼年

向けアニメ）　▽日時：7月12日（土）、
13日（日）午後2時〜　②にじいろのさ
かな～ゆうじょう編（幼年向けアニメ）　
▽日時：7月26日（土）、27日（日）午後
2時〜（どちらも上映時間40分）　▽申込：
当日図書館カウンター　▽定員：70人

夏休み子ども読書スタンプラリー
夏休み期間中、図書館・公民館図書室で
は、子ども達がたくさんの本と出会える
よう、スタンプラリーを開催します。ど
うぞご参加ください。　▽期間：7月19

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
	 	 	 1	 2	 3	 4	 5	
	 6	 7	 8	 9	 10	 11	 12	
	 13	 14	 15	 16	 17	 18	 19	
	 20	 21	 22	 23	 24	 25	 26	
	 27	 28	 29	 30	 31
江戸崎図書室
毎週月曜日、7月22日（火）、29
日（火）休室
新利根・桜川図書室
毎週月曜日、7月22日（火）休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時　※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

資料所蔵
総数：168,319点
	 図書：150,492点
	 雑誌：7,046点
	 視聴覚：10,781点
貸出
総数：132,295点
	 図書：97,509点
	 雑誌：7,774点
	 視聴覚：27,012点
1日平均：486点
AVコーナー利用：2,241点
利用登録者
総数：6,075人
	 市内在勤等：5,948人
	 域外：127人

利用状況（平成19年度） 新着図書
「この世の全部を敵に回して」白
石一文、「茨の木」さだまさし、「明
日もまた生きていこう」横山友美
佳、「玉ねぎの皮をむきながら」ギ
ュンダー・グラス、「明日の約束」
村山由佳、「群青」植松三十里、「い
すゞ鳴る」山本一力、「明日の言付
け」一青窈、「傀儡」坂東眞砂子、ほ
か
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伊
佐
部
・
根
本
平
右
衛
門
家
文

書
の
御
用
留
に
以
下
の
よ
う
な

記
録
が
見
ら
れ
ま
す
。（
書
き
下

し
、一
部
修
正
）

「
廻
状　

篠
彦
次
郎

　

常
州
河
内
郡
大
沼
村
始
り
」

そ
の
村
々
こ
の
度
自
分
御
代
官

所
仰
せ
付
け
ら
れ
今
月
二
〇
日

郷
村
請
け
取
り
候
条
、
前
々
仰

せ
出
だ
さ
れ
候
趣
、
堅
く
相
守

り
、
不
取
締
の
儀
、
こ
れ
無
き

よ
う
致
す
べ
く
候

一
、
御
年
貢
米
金
上
納
の
儀
、

納
め
方
滞
り
候
て
は
、
咎
を
も

申
し
付
け
、
自
然
村
方
痛
み
に

相
成
り
候
条
、
常
々
厚
く
心
掛

け
、
触
れ
日
限
の
通
り
、
遅
滞

無
く
上
納
致
す
べ
く
候

　
（
中
略
）

一
、
自
分
な
ら
び
に
手
附
手
代

ど
も
御
用
に
付
き
廻
村
の
節
、

先
触
れ
の
外
、
余
計
の
人
馬
差

し
出
し
候
儀
は
勿
論
、
馳
走
が

ま
し
き
儀
、
決
し
て
致
す
ま
じ

く
、
も
っ
と
も
召
仕
下
々
に
至

る
ま
で
寿
物
堅
く
致
す
ま
じ
き

事
　
（
中
略
）

　

右
の
趣
そ
の
意
を
得
、
洩
ら

さ
ず
よ
う
申
し
達
し
、
村
名
下

釜
井
村
よ
り
受
け
取
り
、
八
月

二
六
日
子
の
刻
拝
見
仕
候
、
早

速
甘
田
村
へ
継
ぎ
送
り
申
し
候

　

こ
の
文
書
に
は
、
篠
本
彦
次

郎
が
代
官
を
拝
命
し
た
こ
と
、

年
貢
上
納
の
遅
れ
に
は
罰
則
を

申
し
付
け
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ

り
村
方
に
は
負
担
が
掛
か
る
の

で
、
常
々
厚
く
心
掛
け
て
期
限

を
守
り
、
遅
れ
な
い
よ
う
に
納

め
る
こ
と
、
代
官
ら
の
村
々
へ

の
巡
視
に
際
し
て
は
接
待
や
贈

り
物
な
ど
不
用
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
安
政
二
年（
一
八
五
五
）

八
月
二
〇
日
、幕
府
代
官
・
篠
本

彦
次
郎
の
役
所
よ
り
発
せ
ら
れ

た
廻
状
に
書
か
れ
て
い
た
内
容

で
、同
月
二
六
日
、釜
井
村
よ
り

受
け
取
っ
た
伊
佐
部
村
の
役
人

が
、
大
急
ぎ
で
御
用
留
と
い
う

帳
面
に
写
し
取
っ
た
も
の
で
す
。

　

子
刻
と
い
え
ば
午
前
〇
時
、

真
夜
中
で
す
が
、
廻
状
を
受
け

取
っ
た
村
名
主
は
、
受
け
取
り

印
を
押
し
、
そ
の
時
間
記
録
で

あ
る
刻
付
を
記
し
た
上
で
、

早
々
に
隣
村
に
継
ぎ
送
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

刻
付
廻
状
と
も
呼
ば
れ
る
こ

の
書
状
は
、
大
沼
村
を
皮
切
り

に
各
村
々
を
順
々
に
廻
り
、
最

後
の
留
村
・
浮
嶋
村
よ
り
代
官

所
に
送
り
返
さ
れ
ま
し
た
。大

急
ぎ
の
訳
は
、
代
官
所
か
ら
の

御
達
し
が
、
ど
の
村
で
滞
っ
た

の
か
、
刻
付
で
一
目
瞭
然
に
な

っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
様
々
な
通

達
文
書
が
、
廻
状
と
い
う
形
で

各
村
々
を
継
ぎ
送
り
さ
れ
ま
し

た
が
、
用
向
き
や
支
配
関
係
に

よ
り
文
書
が
廻
さ
れ
る
村
々
の

範
囲
が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

洪
水
や
築
堤
な
ど
広
範
囲
に

利
害
関
係
の
及
ぶ
下
利
根
川
流

域
の
定
式
普
請
組
合
で
は
、
新

利
根
・
江
戸
崎
・
東
地
区
を
含

む
一
三
四
ヶ
村
を
刻
付
の
急
便

で
継
ぎ
送
る
廻
状
な
ど
も
あ
り

ふ
る
さ
と
探
訪
　
第
29
回

　「
廻
状
」（
一
）

　
　
　
　
　
～
江
戸
時
代
の
情
報
伝
達
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
石
井
駿

ま
し
た
。

　

文
政
一
〇
年(

一
八
二
七)

二

月
に
、
幕
府
は
教
諭
書
を
発
し

て
、天
領
、藩
領
、私
領
の
区
別

無
く
警
察
権
を
行
使
す
る
関
東

取
締
出
役
の
仕
事
を
推
進
す
る

た
め
に
、
支
配
の
単
位
と
な
る

改
革
組
合
村
を
編
成
し
て
い
ま

す
。こ
の
時
に
は
上
記
史
料
中

の
一
六
ヶ
村
は
、
阿
波
村
を
親

村
と
す
る
阿
波
村
組
合
三
三
ヶ

村
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
村
役
人
に

知
ら
さ
れ
た
通
達
の
内
容
は
、

速
や
か
に
、
そ
し
て
遺
漏
な
く

村
人
た
ち
に
周
知
徹
底
さ
れ
た

の
で
し
た
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２

９
９ｰ

７
９ｰ

３
２
１
１

に
請
印
せ
し
め
、
刻
付
を
以
っ

て
早
々
順
達
、
留
村
よ
り
相
返

す
べ
き
も
の
な
り

卯
八
月
二
〇
日　

篠
彦
次
郎
㊞

　
　

河
内
郡
大
沼
村
始
め

　
　
　

信
太
郡
浮
島
村
ま
で

　
　
　

一
六
ヶ
村

　
　
　
　
　

右
村
々
役
人
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ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

五
月
雨
や
地
を
潤
し
て
流
れ
け
り	

坂
本
美
園（
戸
張
）

母
の
日
の
ハ
イ
ド
ラ
ン
ジ
ア
空
の
色	

岡
村
敏
子（
新
山
）

人
訪
へ
ば
餘
花
に
出
逢
ひ
し
山
の
道	

篠
田
啓
子（
新
山
）

大
藤
は
房ふ
さ

三
尺
の
濃
紫	

岡
沢
一
歩（
羽
賀
）

子
供
等
の
ペ
タ
ル
軽
や
か
若
葉
風	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

正
面
に
筑
波
嶺
据
ゑ
て
水
張
田	

溝
口
民
城（
高
田
）

新
緑
の
真
只
中
を
バ
ス
の
旅	

細
川
え
つ
子（
荒
宿
）

ひ
と
り
来
て
二
人
静
の
群
に
あ
う	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

崩
れ
落
つ
花
び
ら
重
き
牡
丹
か
な	

代
静（
犬
塚
）

軒
菖
蒲
よ
も
ぎ
も
添
え
て
か
ざ
り
け
り	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

頬
ず
り
の
高
さ
に
揃
ふ
藤
の
花	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

高
圧
線
撓
む
常
陸
野
麦
の
秋	

田
中
千
代
子（
蒲
ケ
山
）

甘
藷
植
う
夕
焼
け
小
焼
け
に
急せ

か
さ
れ
て	
山
口
須
美
子（
上
君
山
）

鉢
の
草
ふ
と
手
を
と
め
る
青
蛙	
福
本
き
み
え（
新
山
）

童
心
に
帰
る
笹
舟
行
々
子	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

汝な
れ

嘆
く
や
菌
運
ぶ
て
ふ
百
千
鳥	

石
井
忠（
橋
向
）

五
月
晴
そ
の
中
に
居
る
そ
れ
だ
け
で	

埜
口
信
子（
阿
波
）

茄
子
植
う
る
下
は
活
断
層
か
と
も	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

さ
く
ら
ん
ぼ
雀
の
腹
に
お
さ
ま
り
ぬ	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

贈
ら
れ
し
荷
持
に
そ
っ
と
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン	

小
貫
和
子（
浮
島
）

石
楠
花
の
鮮
や
か
に
咲
く
大
木
陰	

松
田
雪
江（
須
賀
津
）

ア
カ
シ
ヤ
の
滴
る
島
の
匂
い
か
な	

高
須
湖
城（
浮
島
）

ヤ
シ
実
る
北
回
帰
線
標
す
塔	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

温
暖
化
異
常
気
象
と
人
間
の
犯
し
た
罪
に
地
球
は
病
め
り	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

と
り
ど
り
の
花
咲
き
揃
う
庭
隅
の
都
忘
れ
に
亡
き
子
ま
ぼ
ろ
し	

内
田
君
代（
沼
田
）

た
ん
ぽ
ぽ
の
綿
毛
フ
ワ
フ
ワ
初
夏
の
風
落
ち
つ
く
と
こ
ろ
風
の
た
わ
む
れ	

鴻
野
ハ
ル
エ（
田
宿
）

代
掻
き
の
機
の
音
に
寄
る
白
鷺
の
忙
し
く
漁
る
春
の
夕
ぐ
れ	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

チ
ョ
ッ
ト
コ
イ　

チ
ョ
ッ
ト
コ
イ
と
う
小
緩
鶏
よ
つ
い
て
行
き
た
き
君
は
今
亡
し	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

紫
は
亡
き
妻
好
み
門
先
の
み
や
こ
わ
す
れ
は
忘
れ
ず
に
咲
く	

根
本
正
直（
門
前
）

し
ゃ
ぼ
ん
玉
風
に
吹
か
れ
て
高
く
飛
ぶ
曽
孫
の
声
も
高
く
響
き
ぬ	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

花
冷
え
の
庭
に
咲
き
た
る
石し
ゃ
く
な
げ

楠
花
は
雨
に
も
め
げ
ず
満
開
の
春	

松
本
静
子（
西
町
）

今
日
一ひ
と
ひ日
農
を
忘
れ
て
花
見
す
る
常
陸
二
ノ
宮
お
叱
り
あ
る
な	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

穏
や
か
な
君
の
情
け
の
川
の
面
に
い
さ
さ
か
波
を
立
た
せ
て
み
た
い	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

花
よ
り
も
団
子
に
集
う
熟
年
者
話
題
は
も
っ
ぱ
ら
身
体
愁
訴	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

億
の
金
着
服
の
ニ
ュ
ー
ス
聞
き
し
日
に
百
円
シ
ョ
ッ
プ
に
剃
刀
を
買
ふ	

小
泉
實（
福
田
）

苔
む
せ
る
目
鼻
お
ぼ
ろ
の
六
地
蔵
若
葉
の
風
が
頰
撫
で
て
ゆ
く	

板
橋
道
子（
福
田
）

恩
師
へ
の
招
待
状
を
書
き
終
え
ぬ
同
級
会
は
あ
や
め
咲
く
こ
ろ	

根
本
邦
子（
押
砂
）

わ
ん
ぱ
く
児
ネ
ク
タ
イ
姿
の
卒
園
式「
お
い
、君
す
て
き
」と
言
え
ば
は
に
か
む	

柴
崎
文
子（
町
田
）

代
田
を
ば
緑
に
変
え
ゆ
く
田
植
機
の
エ
ン
ジ
ン
の
音
日
す
が
ら
ひ
び
く	

平
山
栄
子（
八
筋
川
）

春
風
に
ゆ
ら
り
ゆ
う
ら
り
ひ
ね
も
す
を
止
ま
ず
う
ね
り
て
新
竹
の
波	

川
崎
保
之
助（
幸
田
）

両
岸
に
見み

も守
る
川
面
を
す
べ
り
行
く
嫁
入
り
船
は
光
生
み
つ
つ	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

花
を
供
え
香
を
た
き
つ
つ
夫
に
告
ぐ
七
十
五
歳
を
ひ
と
り
祝
え
て	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

早
苗
田
の
緑
の
風
に
の
り
て
飛
ぶ
つ
ば
め
は
古
巣
に
も
ど
り
て
来
た
る	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

同
窓
の
心
の
友
の
赴
報
受
け
た
だ
呆
然
と
涙
が
し
き
り	

柳
町
ひ
さ（
柴
崎
）

歯
磨
き
は
一
目
惚
れ
し
た
次
の
朝
す
る
も
の
だ
よ
と
中
也
が
笑
う	

永
井
由
紀
子（
柴
崎
）

孫
子
皆
集つ
ど

い
て
か
こ
む
食
卓
の
朝
の
に
ぎ
わ
い
に
心
は
ず
め
り	

岡
野
千
恵
子（
伊
佐
津
）
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ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで

編集後記　▽何年かぶりに発熱しました。病状は現在進行形で、この文章がおかしいかったらそ
のせいです。なんでこの時期に頭痛、発熱、喉の痛みに教われるのか…。今日はネガティブな一日
になりそうです。（ｉ）　▽とても暑い日が続いています。梅雨はどこにいってしまったのでしょう
か？もう少しくらい雨も降ってほしいものです。あ、でも土日以外がいいです。（D）
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ぶら〜り・稲敷　no.37　シネマックスパルナ稲敷

2005年にオープンしたシネマックス
パルナ稲敷。アピタ・パルナの道路を
挟んで東側に位置しています。シネマ
ックスパルナ稲敷は、７つのスクリー
ンがあり、話題の超大作から都内でし
か見ることのできないようなミニシア
ター作品まで幅広く上映しています。
　また、各種サービスデーの実施のほ
かに、メンバーズカード（中学生以上を

対象）、キッズカード（3歳〜小学生を対

象）、シニアカード（60歳以上を対象）で

の割引サービスもあります。
　上映作品、時間につきましては24時
間音声ガイダンス（tel.0299-78-3370）、
HPhttp://www.cinemax.co.jp 、携帯用
HPhttp://www.cinemax.co.jp/i/ を。
　今回は、シネマックスパルナから5組
（10名）の皆さんに素敵なプレゼントが
あります。ご応募をお待ちしています。
▽応募方法：はがきに必要事項（①郵便

番号　②住所　③氏名　④年齢　⑤電話番

号）を書いてご応募ください。　▽応

募先：〒300-0595 ／広報稲敷「シネ
マックスパルナプレゼント」係　▽締
切：7月18日（水）消印有効　▽注意：
応募は1人1通

シネマックス
パルナ稲敷
シネマックス
パルナ稲敷

アピタ・パルナアピタ・パルナ
旧国道51号線旧国道51号線

横利根川横利根川

至 香取至 香取

至 潮来至 潮来

ジョイフル
山新
ジョイフル
山新

国道51号線国道51号線至 潮来至 潮来

水郷大橋水郷大橋

利
根
川


